
東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 4単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1
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12
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16

テキスト

参考書

評価基準

期末試験

アルゴリズムはじめの一歩
著者：矢沢久雄
出版社：技術評論社
定価：2,580円+税

さまざまな書籍が出版されているので、自分にあったものを見つけることを希望する。

1.期末試験による総合評価（６０％）
2.毎回課題と出席率（４０％）

暗号－３ 公開鍵RSA暗号のアルゴリズム及び解読の難しさを学ぶ。←
生徒の理解レベルにより変更暗号－４

まとめ−１ 本講義で学習したさまざまな事項についてのまとめ、復習、およ
び理解度の確認を行う。まとめ−２

整列−１ 速いソートの方法（クイックソート等）について学ぶ。

整列−１
ソートの計算量について学ぶ。数学的アルゴリズムの代表とし
てユークリッドの互除法についても説明

暗号−１ 暗号アルゴリズムの応用（共通鍵暗号方式のDES、AES暗号ア
ルゴリズム）について紹介する。←　生徒の理解レベルにより変
更暗号－２

データ型
各種データ型（整数型、実数型、文字型、文字列型、論理型、
配列型、レコード型）とその内部表現、論理演算と関係式、記数
法および補数について学ぶ。

配列
配列とは何か、配列利用のメリットおよび配列データの構造、１
次元配列と多次元配列の違いについて学ぶ。配列を使った簡
単なアルゴリズムを構築する。

整列−１
整列（ソーティング）とは何か、基本アルゴリズムの紹介とその
特徴・効率、および流れ図の作成について学ぶ。バブルソート、
挿入法ソート

プログラムの構造化設計
構造化プログラミングとは何か、また構造化を行う目的とその
効果、および制御構造との関連について学ぶ。

制御構造
基本制御構造（順次構造、選択構造、反復構造）を利用するこ
との効果や利点、および制御構造における論理の流れと記述
の仕方について学ぶ。

流れ図と構造化
流れ図におけるデータ記号、処理記号、線記号、特殊記号の意
味とその記述方法、および構造化との関連について学ぶ。

アルゴリズム

中村　隆幸

毎回資料をプロジェクタ表示する。授業の流れは、前週の演習問題の解説、新しい内容の講義、および課
題となり、いずれもプロジェクター（パワーポイント）を利用して進める。また授業中のChatGPT等のAIソフト
は積極的に活用することを可とする。ただし課題は不可。

アルゴリズムを組み立てるということは、プログラミングに限らず、種々の問題解決において非常に重要で
ある。本講義は、アルゴリズムを構築するための基礎的な学力を身につけることを目的とする。

本講義は、いくつかの基本的なアルゴリズムおよび様々なデータの構造を通して、アルゴリズムを理解する
能力、アルゴリズムを組み立てる能力、効率的に扱う能力、ものごとを論理的に考える能力、の獲得を到達
目標とする。

授業計画(60h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

アルゴリズムとは
アルゴリズムとはいかなるものか、その定義の説明、および簡
単なアルゴリズムの作成を行う。

2023年度 開講学年 1年次

ARG 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 4単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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11

12

13

14

15

テキスト

参考書

評価基準

特になし
※資料を配布

特になし

1.期末試験による総合評価（６０％）
2.授業内での小テスト（ファイル提出を含む）と出席率（４０％）

オブジェクト生成(1)
ノイマン型コンピュータ
スタック
浮動小数点演算
固定小数点演算
レジスタ
メモリアサイン
条件ジャンプ

オブジェクト生成(2)

オブジェクト生成(3)

最適化の考え方

字句解析(1) オートマトン
単語抽出（デリミッタ）
状態遷移表
予約語
演算子
空白文字の扱い

字句解析(2)

字句解析(3)

構文解析(1) 中間言語（二分木リスト）
再帰プログラム
処理定義（チャートとワークシート）
イベントドリブンプログラム

構文解析(2)

構文解析(3)

数値解析のアルゴリズム
二分法（数値解析）
アルゴリズムの表記方法

擬似言語の設計(1) 構造化プログラミング
連接、分岐、繰返し
ASCII文字セット
有向グラフ
状態遷移図
BNF記法

擬似言語の設計(2)

擬似言語の設計(3)

コンパイラの理論と実現

大津　崇

講義及び演習

①授業のテーマ
本授業では、コンピュータの基本的な動作を理解した上でコンパイラの役割と処理を学ぶ。
②授業の内容
・代表的な数値解析アルゴリズムを記述する仮想言語を設計・導入する
・一方、仮想コンピュータで動作する機械語も定義する
・仮想言語の仕様を記述する有向グラフやBNF記法を学ぶ
・字句解析、構文解析、オブジェクト生成の順にコンパイラの機能をチャートに表すことで実装の方法を学
ぶ
③事前学習
　都度配布する資料を読んでおくこと。
④事後展開学修
　他の専門科目で学んでいることと連携して学習を進める。それぞれの関係性の理解に努める。

・目的に応じたプログラム言語の意味を理解して簡単なプログラム言語を設計する
・機械語の基本的コマンドセットを理解して仮想コンピュータ用の機械語を設計する
・コンパイラの処理を実装するための基礎知識として順序機械を学習する
・プログラムの処理方式を記述する方法を習得する

授業計画(60h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

チュートリアル
コンピュータの定義と動き
プログラミング言語の種類
コンパイラとインタープリタ

2023年度 開講学年 1年次

CMP 必須/選択 必修



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 4単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準

指定なし

指定なし

1.期末試験による総合評価（６０％）
2.授業内での小テスト（ファイル提出を含む）と出席率（４０％）

オブジェクト指向の基礎Ⅱ（５）
 応用プログラムの作成

応用プログラムV5の作成

まとめ これまでの講義内容をまとめ、理解度の確認を行う

期末試験

オブジェクト指向の基礎Ⅱ（２）
 応用プログラムの作成

応用プログラムV2の作成

オブジェクト指向の基礎Ⅱ（３）
 応用プログラムの作成

応用プログラムV3の作成

オブジェクト指向の基礎Ⅱ（４）
 応用プログラムの作成

応用プログラムV4の作成

オブジェクト指向の基礎Ⅰ（７）
授業内容の復習
 課題プログラムの作成

オブジェクト指向の基礎Ⅰ（８）
授業内容の復習
 課題プログラムの作成

オブジェクト指向の基礎Ⅱ（１）
 応用プログラムの作成

応用プログラムV1の作成

オブジェクト指向の基礎Ⅰ（４）
授業内容の復習
 課題プログラムの作成

オブジェクト指向の基礎Ⅰ（５）
授業内容の復習
 課題プログラムの作成

オブジェクト指向の基礎Ⅰ（６）
授業内容の復習
 課題プログラムの作成

オブジェクト指向の基礎Ⅰ（１）
授業内容の復習
 課題プログラムの作成

オブジェクト指向の基礎Ⅰ（２）
授業内容の復習
 課題プログラムの作成

オブジェクト指向の基礎Ⅰ（３）
授業内容の復習
 課題プログラムの作成

オブジェクト指向理論

藤井　文一郎

講義・演習
1．予習時や講義時はノートを取るなど、手を動かして学習すること。
2．何事もまずは自ら考える習慣をつけるようにすること。
3．理解の難しい部分は積極的に質問するなどして解決するように努めること。

Java言語の基礎を習得するとともに、オブジェクト指向プログラミングの基本的概念と考え方を学ぶ。この
授業は、Java言語の初歩から初めて一通りのプログラム作りができるまでを学ぶ流れと、クラス、メソッド、
継承、ポリモーフィズムなどオブジェクト指向機能から初めて実際のプログラミングを学ぶ流れの２つから構
成される。

１ javaで基本的なプログラムを作成することができる。
２ オブジェクト指向とは何かについて，その概念を述べることができる。
３ クラス，メソッド，継承などのオブジェクト指向特有の言葉について説明ができる。
４ クラス，メソッド，継承などオブジェクト指向特有の内容を実際に使いこなすことができる。

授業計画(60h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

導入（オブジェクト指向とは、授
業のすすめかた）

受講計画をたてる

2024年度 開講学年 2年次

OBJ 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 4単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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13

14

15
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テキスト

参考書

評価基準

 コンピュータはなぜ動くのか 第２版 知っておきたいハードウエア＆ソフトウエアの基礎知識 単行本 –
2022/10/13 矢沢 久雄 (著)

上記テキストに加え、適宜資料を用意

1.期末試験による総合評価（６０％）
2.授業内での小テスト（課題提出を含む）と出席率（４０％）

クラスタ分析の概要 ←生徒の理解レベルによって変更する

ウォーター・アジャイル開発

期末試験

ニューラルネットワーク

主成分分析の概要 ←生徒の理解レベルによって変更する

因子分析の概要 ←生徒の理解レベルによって変更する

Pythonの概要

機械学習とは

深層学習とは

データ構造とは

オブジェクト指向プログラム

人工知能の概要

コンピュータの3大原則とは

コンピュータを作ってみよう

プログラムの流れ

ソフトウェア工学の基礎

中村　隆幸

講義及び課題

ハードウエアの基本的な仕組み（プロセサ、メモリー、入出力）から、ソフトウエアの実際（プログラム、アル
ゴリズム、データ構造、データベース、ネットワーク）とシステム構築まで。これからプログラマやＳＥを目指
す入門者から、基本をひと通り学びたい文系エンジニアが対象。歴史のあるウォーターモデルの開発の基
礎を学ぶ。
また、近年のソフトウェアの技術の主流となる、人工知能（AI）、機械学習、深層学習の動向をキャッチアッ
プし、ChatGPT等のAIソフトを自由に使いこなせるようにする。さらにソフトウェア開発の革新の流れ（ノー
コード、RPA等）を説明する。

・ウェーターフォール、アジャイルモデル、python言語が理解できている
・人工知能AIに関わるソフトウェア開発手法を理解できている
・人工知能AIの中身（ニューラルネットワーク、主成分分析、因子分析、クラスタ分析）の概要が理解できて
いる

授業計画(60h)

時限ごとのテーマ 概要／キーワード

ソフトウェア工学の基本紹介 ソフトウェア工学の範囲、歴史、目的等

2023年度 開講学年 1年次

SWE 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 -

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

クラスの応用⑤

アクセスレベルの使用方法について
static修飾子が付与されたクラス変数、
クラスメソッドについて
スーパークラスの概要、利用方法について

まとめ(小テスト)③
これまでの内容をまとめ
小テストを行う

期末試験

クラスの応用② クラスの継承について説明

クラスの応用③

クラスからインスタンスを生成する方法、インスタンスの状態に
ついて
メンバ変数とローカル変数の違い、メンバ変数宣言時に付与で
きる修飾子について

クラスの応用④

メソッドの宣言方法、メソッド宣言時に付与できる修飾子につい
て
コンストラクタの概要、宣言方法、コンストラクタを複数宣言する
方法につてい

文字列 Character、String、StringBufferについて

まとめ(小テスト)②
これまでの内容をまとめ
小テストを行う

クラスの応用①
クラス概要
クラスの宣言、修飾子について

まとめ(小テスト)①
これまでの内容をまとめ
小テストを行う

ループ処理

for文用いた繰り返し処理
while文用いた繰り返し処理
do文用いた繰り返し処理
多重の繰り返し処理

配列とコレクション
1次元配列の使い方とその応用
2次元配列の使い方とその応用
Collection、List、Mapついて

環境の導入 Javaの開発環境のセットアップ

プログラム書式、変数、データ
型

プログラム書式、変数の考え方、データ型に
ついて説明

式と演算子と条件式

Javaで用意されている演算子ついて説明と演算子を用いた
様々な式の表現
条件式（if文）を用いた分岐
条件式（switch文)を用いた分岐と論理演算子

Javaプログラミング設計

藤井　文一郎

講義、小テスト、演習

コンピュータに問題解決の手順を教えるための言葉であるプログラム言語の習得を目的とする。
前期では、JAVA言語を用いて、基本的なプログラミング技術の修得を目指す。具体的には変数・配列・条
件分岐・繰り返し等の文法・役割・動作を学習し、それらを用いて簡単なプログラムを記述できることを目標
とする。
後期では、学んだ知識を前提にクラスとオブジェクトの概念を理解し、効率よくソフトウェアを記述するため
の知識として「クラスの継承、フィールド・メソッドの役割、インターフェースの実装」等を学ぶ。さらに、javaを
用いたWebアプリケーション開発基本であるServlet・JSPについて学習できる。

1. プログラミング言語の制御構文を使用して、基本的なアルゴリズムを組み立てることができる。
2. 配列などの基本的なデータ構造を利用して、データ処理ができる。
3. メソッドの概念を理解し、プログラムを機能ごとに分割できる。
4. クラスの概念を理解し、基本的なクラスを作成できる。
5. 基本的なAPIを利用できる。
6. Servlet・JSPの概念を理解し、JavaのWebアプリケーション開発について理解を含める。

授業計画(60h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

ガイダンス 授業目標と今後の進め方 Javaの基礎と特徴

2023年度 開講学年 1年次

1JVP 必須/選択 必須



テキスト

参考書

評価基準

スッキリわかるJava入門
著者： 中山清喬・国本大悟
出版社： インプレス
定価：2,600円

【参考書】
スッキリわかる サーブレット&JSP入門
著者： 国本 大悟
【サイト】
Javaの道
http://www.javaroad.jp/index.htm

1.期末試験による総合評価（６０％）
2.授業内での小テスト（ファイル提出を含む）と出席率（４０％）



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 4単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準

スッキリわかるJava入門
著者： 中山清喬・国本大悟
出版社： インプレス
定価：2,600円

【参考書】
スッキリわかる サーブレット&JSP入門
著者： 国本 大悟
【サイト】
Javaの道 http://www.javaroad.jp/index.htm

1.期末試験による総合評価（６０％）
2.授業内での小テスト（ファイル提出を含む）と出席率（４０％）

JavaBeans
JavaBeansの概要
Servlet、JSP、JavaBeansの連携

まとめ(小テスト)②
これまでの内容のまとめ
小テストを行う

期末試験

JSPのディレクティブ、宣言、ス
クリプトレット、式、アクションタ
グ

pageディレクティブとincludeディレクティブについて
JSPの構成要素の内、宣言、スクリプトレット、式について
<jsp:include>、<jsp:forward>について

JSPの暗黙オブジェクト
暗黙オブジェクト（request, response, pageContext, session,
application, config, page, exception）ついて

JSPのカスタムタグ
カスタムタグの概要について
tldファイルの作成方法について

Servlet基礎①
クライントからのデータ取得、データ返信
初期化パラメータ

Servlet基礎② スコープ、セッション管理、リスナーにていて

JSPの概要 JSPの概要について説明

ファイル入出力 Javaでのファイル入出力について

まとめ(小テスト)①
これまでの内容のまとめ
小テストを行う

Servlet・JSP／環境の導入
Servlet・JSPの文法・リファレンス情報、Servlet・JSPを使用した
Webアプリケーションの開発方法について
JavaのWebアプリケーション開発環境のセットアップ

例外 例外（try、catch、finally）ついて

Javaオブジェクト指向①
オブジェクト指向プログラミングの概要
メソッドの書き方
クラスとクラスメンバ、コンストラクタ

Javaオブジェクト指向②
スーパークラス、サブクラス
オーバーロード、オーバーライド
インターフェース、抽象クラス

Javaプログラミング設計

藤井　文一郎

講義、小テスト、演習

コンピュータに問題解決の手順を教えるための言葉であるプログラム言語の習得を目的とする。
前期では、JAVA言語を用いて、基本的なプログラミング技術の修得を目指す。具体的には変数・配列・条
件分岐・繰り返し等の文法・役割・動作を学習し、それらを用いて簡単なプログラムを記述できることを目標
とする。
後期では、学んだ知識を前提にクラスとオブジェクトの概念を理解し、効率よくソフトウェアを記述するため
の知識として「クラスの継承、フィールド・メソッドの役割、インターフェースの実装」等を学ぶ。さらに、javaを
用いたWebアプリケーション開発基本であるServlet・JSPについて学習できる。

1. プログラミング言語の制御構文を使用して、基本的なアルゴリズムを組み立てることができる。
2. 配列などの基本的なデータ構造を利用して、データ処理ができる。
3. メソッドの概念を理解し、プログラムを機能ごとに分割できる。
4. クラスの概念を理解し、基本的なクラスを作成できる。
5. 基本的なAPIを利用できる。
6. Servlet・JSPの概念を理解し、JavaのWebアプリケーション開発について理解を含める。

授業計画(60h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

パッケージとインタフェース
Javaにおけるパッケージの概要について
インタフェースの特徴、使用方法について

2023年度 開講学年 1年次

2JVP 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 2単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

7

MongoDB
NoSQL系データベースの一つであるMongoDBを取り上げ、その
特徴や使い方を学びます。

データベースとプログラム
Java(JDBC)やJavaScriptを利用したデータベースを用いるプロ
グラミングについて学習します。

8

イントロダクションと序論
講義の進め方などを設定し、講義の意味合いを議論する。情報
形成とデータベースの歴史を展望し現状のコンピュータシステ
ムでの意義や価値を考える。

データベースシステム（DB）と
は

データベースシステムの定義するとともに社会インフラ、ネット
ワークシステムにおけるデータベースの役割を考察する。

5

データ定義文（DDL）
表の作成および管理について学びます。また、制約やビューの
作成方法についても学びます。

安全性と信頼性制御
トランザクション制御や、表、行のロックの仕組について学びま
す。

6

パフォーマンスチューニング
データベースを効率よく使用するための方法について学びま
す。

リレーショナルデータベース管
理システム以外のデータベー
ス管理システム

NoSQL(Not only SQL)系データベースにつて学習します。

3

グループ関数
集合に基づく、複数行を返す可能性のある関数の種類とその
内容、使用方法について学びます。

副問い合せ（Ⅰ）
SQL文内に組み込まれた問い合せを使用して問題を解決する
方法と、基本構文を学びます。

4

副問い合せ（Ⅱ）
副問い合せないでのグループ関数の使用法や、複数行副問い
合せの使用方法を学びます。

データ操作文（DML）
表への新規行の追加や、表中のデータ更新などの方法を学び
ます。

データベースの仕組、動作理解のための基礎知識を学びます。
また、いくつかのOSS データベースについて、入手方法や導入
方法について解説します。

リレーショナルデータベースと
SQL の概要

リレーショナルデータベースの紹介とデータベースの定義や操
作を行うための言語であるSQL の概要について学びます。

2

データ検索とソート
SELECT文を利用したデータの検索方法と検索結果の並び替え
の方法について学びます。

単一行関数
集合に基づく単一結果行を返す関数の種類とその内容、使用
方法について学びます。

データベース・システムの原理

藤井　文一郎

まず前半は講義を通してデータベースの基礎概念を習得する。次に机上の演習を行い、その後PCでデー
タベース作成演習（実習）を通じてデータベースの利活用に必要な知識と基本技術を習得することを目指
す。

商業活動の様々な場面でデータの収集・蓄積が敢行され、それらを高度に活用する経営情報管理場面で
はデータベースの管理・運営が必要不可欠となっている。本講義ではデータベースの基本を座学で学び、
データベースの基本機構や処理の実態を議論する。小テスト、レポートを通じて理解度を確認しながら情報
処理技術の基本知識を習得する。

①データベースの歴史的展開から現状の商業活動におけるデータベースの意義を説明できること。
②データ設計、管理手法が理解でき、テーブルの正規化が行えること。
③SQLを習得できていること。

授業計画(60h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

1

データベースの概念

2023年度 開講学年 1年次

DBS 必須/選択 必須



15

16

テキスト

参考書

評価基準
1.期末試験による総合評価（６０％）
2.授業内での小テスト（ファイル提出を含む）と出席率（４０％）

まとめ
これまで学んだことを振り返り、企業や社会におけるDBの役割
俯瞰して、全体のまとめを行う。

期末試験

スッキリわかるSQL入門
著者：中山清喬・飯田理恵子
出版社：インプレス
定価：2,800円

講義中に指示する。

13

SQL（３）
引き続きＳＱＬを学ぶ。複数のテーブルを用いた複雑な情報の
つながりから必要なタプルを検索する方法など業務で利用され
ることの多い場面の解決策を考える。

データベース演習（１）
これまで学んだ文法をプログラムを通じて習得する。データ定
義と挿入、変更、検索などをMicrosoft ACCESSで演習する。

14

データベース演習（２）
これまで学んだ文法をDBMSを通じて習得する。代数演算、副
問い合わせ、ビュー表作成などをACCESS2013で実現する。

データベース演習（3）
これまで学んだことを実践することを目的に演習を行う。売上管
理、商品管理、顧客管理、宿泊者管理などの具体的データベー
スを基本設計から作り上げる。

11

マネージメントシステム
（DBMS）の役割と機能

データベースシステムの中心的な管理をまかなうＤＢＭＳの基
本的な機能や役割を学ぶ。

トランザクションと障害時回復
問題発生時にどのように処理を行うかを考察し、取引からシス
テム保守に至るまでの流れを考える。

12
SQL（１）

ＤＢＭＳに命令を実行させるにはＳＱＬは欠かせない。ＳＱＬの基
本機能とデータを取り扱うことに絞って基本文法を学ぶ。データ
定義を中心に紹介する。

SQL（２） 引き続きデータ操作を中心としたＳＱＬの基本文法を学ぶ。

9

DBモデルと情報構造

ファイルとDBについてデータベースシステムの情報管理とファ
イルでの情報管理を比較するとともに、データを取り扱うのに必
要な情報の構造を中心にデータベース構築の問題点を議論す
る。

事象の抽象化と情報
現実に起こる様々な事象をデータ化、抽象化する意義と手法を
学ぶ。システム化を目指したファイル化を目指す。

10

データ構造の定義 とDBの構造
設計

データをシステムに具現化するためにデータの構造や業務の
目的から設計する手法を考察する。

リレーショナル代数 データモデルを基にデータを代数的概念で取り扱うことを学ぶ。



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 2単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

テキスト

参考書

評価基準
1演習課題（６０％）
2.出席率（４０％）

レビュー１ 制作物の最終評価

レビュー２ 考察まとめ

指定なし

指定なし

MySQLマイグレーション２ 移行準備

校内DBサーバへの移行１ 校内DBサーバでの実装

校内DBサーバへの移行２ 校内DBサーバでの動作確認

テーマ別演習（２－１） Entityクラス再実装

テーマ別演習（２－２） Repositoryクラス再実装

MySQLマイグレーション１ マイグレーション要件の調査・分析

テーマ別演習（１－１） Entityクラス実装

テーマ別演習（１－２） Repositoryクラス実装

設計見直し 制作物の評価と再計画

基礎演習１ TABLE設計、Repositoryの作成方法

基礎演習２ H2consoleの使い方とSQL(1)

基礎演習３ H2consoleの使い方とSQL(2)

データベース演習

大津　崇

講義と演習

①授業のテーマ
　Webアプリと連携するデータベースの設計と実装
②授業の内容
　各自の制作テーマを実現する手段としてデータベースを位置付ける
　TABLEを設計し、EntityクラスとRepositoryを実装する
　H2からMySQLへのマイグレーションを経験する
③学習方法
・システム構築演習と連携して学習を進める
・各自テーマの制作計画に沿ってデータベースの設計と実装を行う
・毎回計画に沿って制作する
・制作結果を進捗レポートして記録する
・PDCAを実践する
④事後展開学修
・進捗レポートから次回への取組課題を認識して、必要な準備を各自の判断で進める

各自テーマの実装完成を目指す

授業計画(60h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

開発環境整備 H2の導入

2024年度 開講学年 2年次

DBE 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 -

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

テキスト

参考書

評価基準
1演習課題（６０％）
2.出席率（４０％）

Entityクラス(2) Repositorylの活用方法（基礎）

Entityクラス(3) Repositoryの活用方法（応用）

指定なし

指定なし

DTOクラス(1) modelの活用方法（基礎）

DTOクラス(2) modelの活用方法（応用）

Entityクラス(1) JPAの導入

form(1) formの設計と実装（基礎）

画面間のデータ受け渡し MVCモデル、ModelAndViewクラス

form(2) formの設計と実装（応用）

画面レイアウト 静的画面の設計と実装方法

BootSpring Bootstringの導入と活用方法

Mavenコンパイル pomの位置づけと組み込みサービスの活用

システム構築環境整備(1) Spring tool suite 4 インストール

システム構築環境整備(2)
Thymeleaf-layout導入
CDN

入門アプリケーション制作 Spring tool suite 4 動作確認

システム構築演習

大津　崇

講義と演習

①授業のテーマ
　Webアプリ開発の基本
②授業の内容
　代表的なIDEであるSpring tool suite 4 を活用してWebアプリの開発方法を学ぶ
　前期では、使い方の基本とMVCモデルの実際を習得する
③学習方法
・開発環境の構築から始める
・毎回テーマに沿った簡単なアプリを制作する
・制作結果を進捗レポートして記録する
④事後展開学修
・進捗レポートから次回への取組課題を認識して、必要な準備を各自の判断で進める

・Thymeleafを活用して簡潔なTemplate作成を理解する
・Lombokを活用してDataクラスを体験する
・JPAを活用してDBアクセスの基本を理解する

授業計画(30h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

チュートリアル 授業の目的と進め方

2024年度 開講学年 2年次

1JPS 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 4単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

テキスト

参考書

評価基準
1演習課題（６０％）
2.出席率（４０％）

制作見直し（１） 運用評価のまとめ

制作見直し（２） 考察まとめ

指定なし

指定なし

制作(３－２) 実装（３－１）

制作(３－３) 実装（３－２）

制作結果評価 制作物の最終評価

制作(２－３) 実装（２－２）

制作計画(３) 制作物の再評価と再々計画

制作(３－１) 設計見直し２

制作計画(２) 制作物の評価と再計画

制作(２－１) 設計見直し１

制作(２－２) 実装（２－１）

制作(1－１) 初期設計

制作(1－２) 実装（１－１）

制作(1－３) 実装（１－２）

システム構築演習

大津　崇

講義と演習

①授業のテーマ
　Webアプリ開発の応用
②授業の内容
　前期で学んだWebアプリの開発方法を活用して、各自の制作テーマを実装する
　プロトタイピング方式で、作りながら改善を繰返す
　WBSの運用を学ぶ
③学習方法
・各自テーマの制作計画を立てる
・毎回計画に沿って制作する
・制作結果を進捗レポートして記録する
・PDCAを実践する
④事後展開学修
・進捗レポートから次回への取組課題を認識して、必要な準備を各自の判断で進める

各自テーマの実装完成を目指す

授業計画(90h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

制作計画(1) テーマ選定と制作計画（WBS）

2024年度 開講学年 2年次

2JPS 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 -

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準
1.授業内での演習課題（30%）
2.出席率（30％）
3.期末試験（40％）

復習 試験に向けてHTML、CSS、JavaScriptの復習

期末試験

田中 賢一郎, 2022. 『ゲームで学ぶJavaScript入門』 増補改訂版, インプレス.

大藤幹, 半場方人（2017）『HTML&CSS&JavaScript辞典』第7版, 秀和システム.

JavaScript基礎(1)

JavaScriptの基礎とHTMLの中での応用し方を学びます。
JavaScriptとHTMLとCSSを用い、GIMP等のグラフィック編集ソ
フトも利用し、ウェブアプリを作成してもらいます。

JavaScript基礎(2)

JavaScript基礎(3)

JavaScript基礎(4)

JavaScript基礎(5)

練習

HTML基礎(1)

HTMLの基礎とよく使われるタグを紹介し、授業中、紹介した知
識を応用し、練習をやってもらいます。CSSの基礎を紹介し、
HTMLで応用します。GIMP等のグラフィック編集ソフトも利用し、
個人ホームページを作成してもらいます。

HTML基礎(2)

HTML基礎(3)

CSS基礎(1)

CSS基礎(2)

CSS基礎(3)

練習

サーバ・ネットワーク構築演習・セキュリティ

焦　岩

ウェブサイトとアプリケーションの開発を中心とする演習を行っていきます。

インタネット上においては、多様なWebサイトやWebアプリケーションを提供されています。それらのサービス
は、大きく分けて、フロントエンドとバックエンドという2つの仕組みによって動いています。この授業の進み
方として、前期ではWebサイトやWebアプリケーションのサービスとアプリケーションを開発するために必要
とする基礎プログラミング知識と技術を学びます。後期では前期勉強した技術を用い、実際のサイトとアプ
リケーションを開発しながら、それらの技術に対する理解を深めていきます。

一年間を通して行う講座のため、前期においては、ウェブ開発の基礎技術を身につくことを目標とし、後期
は生徒が自力でウェブゲームとアプリケーションの開発できることを目標とします。

授業計画(60h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

オリエンテーション
インタネットの通信仕組

授業の進み方と評価し方を紹介し、インタネットの通信仕組を紹
介します。

2023年度 開講学年 1年次

1SNS 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 -

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準
1.授業内での演習課題（30%）
2.出席率（30％）
3.期末発表（40％）

JavaScript応用(14)

JavaScript応用(15)

期末発表

田中 賢一郎, 2022. 『ゲームで学ぶJavaScript入門』 増補改訂版, インプレス.

大藤幹, 半場方人（2017）『HTML&CSS&JavaScript辞典』第7版, 秀和システム.

JavaScript応用(8)

JavaScript応用(9)

JavaScript応用(10)

JavaScript応用(11)

JavaScript応用(12)

JavaScript応用(13)

JavaScript応用(2)

JavaScript応用(3)

JavaScript応用(4)

JavaScript応用(5)

JavaScript応用(6)

JavaScript応用(7)

サーバ・ネットワーク構築演習・セキュリティ

焦　岩

ウェブサイトとアプリケーションの開発を中心とする演習を行っていきます。

インタネット上においては、多様なWebサイトやWebアプリケーションを提供されています。それらのサービス
は、大きく分けて、フロントエンドとバックエンドという2つの仕組みによって動いています。この授業の進み
方として、前期ではWebサイトやWebアプリケーションのサービスとアプリケーションを開発するために必要
とする基礎プログラミング知識と技術を学びます。後期では前期勉強した技術を用い、実際のサイトとアプ
リケーションを開発しながら、それらの技術に対する理解を深めていきます。

一年間を通して行う講座のため、前期においては、ウェブ開発の基礎技術を身につくことを目標とし、後期
は生徒が自力でウェブゲームとアプリケーションの開発できることを目標とします。

授業計画(60h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

オリエンテーション、
JavaScript応用(1)

前期で学んだHTML、CSS、JavaScriptの技術を応用しながら、
後期の15回授業を通して、13個のミニゲームを作ってもらいま
す。

2023年度 開講学年 1年次

2SNS 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 5単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

9

冗長化
ネットワークではSTPが働くので、単にルータを増やしただけで
は冗長化出来ないこと、冗長化に使われるプロトコルなどにつ
いて解説します。

Ipｖ６
WEBサーバ、DHCP、DNS、SSL／TLS、SMTP、POP3とIMAP4、
FTP、Syslog、MRTG等のサーバサービスの設定、役割につい
て解説します。

7

NAT
ローカルアドレスとグローバルアドレスの違いなどについて解説
し、実習で体験していただきます。

DHCP
自動でIPアドレスを振り分ける方法を解説し、実習で体験してい
ただきます。

8

イーサチャンネル
イーサチャンネルの設定の仕方などについて解説し、体験して
いただきます。

STP
ブロードキャストストームを防ぐSTPについて、その構造につい
て解説します。

5

スイッチ・ポートについて
スイッチの使い方やポートについて解説します。スイッチを用い
たネットワークの構築も体験していただきます。

VLAN
レイヤ２で動くスイッチでも、VLANを使えばネットワークを分けら
れることなどを解説します。実際にVLANを用いたネットワーク
の構築を体験していただきます。

6

VLAN間ルーティング
VLAN間ルーティングについて解説し、実習ではVLAN間ルー
ティングを実際に体験していただきます。

ACL
アクセスコントロールリストを使えば、アクセスできる相手を決め
られることなどを解説し、体験していただきます。

3

疎通確認
Pingコマンドを用い、実際に情報機器の疎通確認を体験してい
ただきます。

ルータ・ルーティング１
ルータについての基礎知識、及びルータが2個以上繋がるネッ
トワークはルーティングが必要であることなどを解説します。ま
た、スタティックルーティングを体験していただきます。

4

ルータ・ルーティング２
ダイナミックルーティングについて、プロトコルの違いについて
解説し、実際に操作を体験していただきます。

オペレーティングシステム
オペレーティングシステム種類、歴史と特徴について解説しま
す。

ＬＡＮとＷＡＮ、インターネットワーキングの概念、クライアント
サーバーとピアツーピア、OSI参照モデルについて解説します。

IPアドレスの基礎知識
IPアドレスのビット数、ネットワークアドレスとホストアドレスの分
け方、クラス、ホストアドレスが全部0・全部1のアドレスについて
解説します。

2

サブネットマスク
ネットワークアドレスとホストアドレスを効率よく分けるため、サ
ブネットマスクが使われていること、使えるアドレスの計算など
を解説・実践していきます。

ＴＣＰ／ＩＰの基礎知識
データをパケットで転送すること、その際に3ウェイハンドシェイ
クが用いられることなどについて解説します。

サーバ・ネットワーク構築演習・セキュリティ

藤井　文一郎

まず前半は講義を通して情報システムの環境構築概念を習得する。次に実機及びツールなどを利用し情
報システムの環境構築及び運用保守の演習（実習）を通じて情報システム環境構築の利活用に必要な知
識と基本技術を習得することを目指す。

日本は情報化が急速に進展中。日々の生活や様々の活動の中で、今後も情報システムの利用が進展す
るのは必至。本授業では、情報システムの環境構築に欠かせないサーバやネットワークおよびセキュリティ
の基本知識ついて解説する。本授業では、情報システムの環境構築に欠かせないサーバやネットワークの
構築と運用保守およびそれらを通じて提供される様々のサービスに存在するセキュリティ対策について、
解説する。

情報化社会で欠かせない情報システム環境においてサーバやネットワークおよびセキュリティの基本知識
の習得し、高度化する情報化社会で、安全で快適な生活をおくるための、また社会人として情報システム
やネットワークシステムを安全にかつ効果的に駆使し活動できるための基本的知識の習得と対策方法の
理解を目標とする。

授業計画(30h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

1

ネットワークの基礎知識

2024年度 開講学年 2年次

3SNS 必須/選択 必須



14

16

テキスト

参考書

評価基準

教科書、参考書は講義中に指示する。

サーバ・ネットワーク・セキュリティを含め、各ベンダー社提供の教材を無償配付する。

1.期末試験による総合評価（６０％）
2.授業内での小テスト（ファイル提出を含む）と出席率（４０％）

15

CCNA実践問題
過去にCCNAで出題された問題にご回答いただきます。模擬試
験後、解説します。

実習テスト

これまで勉強してきた知識を駆使して、実機（パケットトレー
サー）を用いたテストを行います。
※期末試験とは別の授業内の小テストの扱い。平常点に反映
します。

期末試験

13

SDN
SDNのアーキテクチャ、ノースバンド・サウスバンドで使われる
APIのプロトコルの種類などについて解説します。

新しいネットワーク技術
プログラマビリティ、JSON、構成管理ツールといったネットワー
クの新しい技術について解説します。

まとめ
　これまで学んだことを振り返り、企業や社会における情報シス
テム環境構築の役割俯瞰して、全体のまとめを行う。

11
ネットワークアーキテクチャ

ネットワークの設計図であるアーキテクチャ、規模によって2層
か3層に分けることなどについて解説します。

セキュリティ パスワードの設定やファイアウォールなどについて解説します。

12

認証
認証方法の種類、AAA、AAAが使われるプロトコルなどについ
て解説します。また、RADIUSやTACACS＋を用いたネットワー
クの構築を体験していただきます。

ワイヤレスLAN

ワイヤレスLANで使われる電波の周波数、ワイヤレスLANコント
ローラの働きなどについて解説します。また、ワイヤレスLANコ
ントローラを用いたネットワークの構築を体験していただきま
す。

10

QoS
ネットワークスイッチの実機もしくはツールを利用し、起動から
初期の基本設定について解説します。

システムログ
ネットワークスイッチのSTP、OSPF、運用、保守に関わる設定に
ついて解説します。



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 4

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準

なし。
※授業内でプリント、資料を配布する。

特にありません。

備考：
現在、IPAのHPにはインターネットセキュリティ関連の情報が掲載されています。
そちらを参考に授業テキストを構成していますので、IPAのWebサイトを
参考URLとしていただくことで、良いと考えています。

1.期末試験による総合評価（６０％）
2.授業内での小テスト（ファイル提出を含む）と出席率（４０％）

Windows セキュリティ
ウィルスと脅威の防止
ファイアウォールとネットワーク保護
フォルダーオプション

授業のまとめ 授業をまとめる

期末試験

インターネットの仕組みと攻撃
について概要を学ぶ

サービスの仕組みと攻撃要素について

情報セキュリティの脅威(個人)

スマホ決済の不正利用
フィッシングによる個人情報等の詐取
ネット上の誹謗・中傷・デマ
メールやSMS 等を使った脅迫・詐欺の手口による金銭要求
クレジットカード情報の不正利用
インターネットバンキングの不正利用
インターネット上のサービスからの個人情報の窃取
偽警告によるインターネット詐欺
不正アプリによるスマートフォン利用者への被害
インターネット上のサービスへの不正ログイン

情報セキュリティの脅威(組織)

ランサムウェアによる被害
標的型攻撃による機密情報の窃取
テレワーク等のニューノーマルな働き方を狙った攻撃
サプライチェーンの弱点を悪用した攻撃
ビジネスメール詐欺による金銭被害
内部不正による情報漏えい
予期せぬIT 基盤の障害に伴う業務停止
"インターネット上のサービスへの不正ログイン"
不注意による情報漏えい等の被害
脆弱性対策情報の公開に伴う悪用増加

インターネット/セキュリティ

中村　隆幸

講義

①授業のテーマ
過去のインターネットでのトラブルやデジタル犯罪から対策方法を学び、セキュリティへの理解を深める。本
授業によりインターネットセキュリティへの基本的な考え方、対応策の知識を習得する。

②授業の内容
インターネットの重要性、利便性の理解を深めつつ、過去に起こったネットトラブルや犯罪、事件等からイン
ターネットのリスクと回避方法を学ぶ。

③事前準備学修
参考資料を準備して読み込んでおくこと。

④事後展開学修
授業で配布した資料の復習と授業内で説明した技術を自分で調べて学習を深めておく。

・標準的なWINDOWSマシンでのセキュリティ対策が自分でできるようになる。
・インターネットセキュリティを自分で適切に行うことができる。

授業計画(60h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

イントロダクションインターネッ
トを使ったサービスを学ぶ

インターネット、メール、サーバ、クラウド、コンピュータウイル
ス、ワーム、Winny

2024年度 開講学年 2年次

INS 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 4単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

テキスト

参考書

評価基準 授業内での理解度と出席率（100％）

コンピューターとネットワークの
仕組み

コンピュータとインタネットの構成とそれぞれ機能の実現方法

フローチャット フローチャットの作成方法

奥村晴彦, 森本尚之, 2020. 『基礎からわかる情報リテラシー』 改訂第4版, 技術評論社.

無し

グラフィック画像編集 GIMPの使い方

動画編集 DaVinci Resolveの使い方

3Dモデリング Blenderの使い方

文字編集 Wordの使い方

表計算 Excelの使い方

プレゼンテーション PowerPointの使い方

情報の調べ方・まとめ方 インタネット上で情報を集める方法

情報と法律 著作権などの法規と倫理

情報とセキュリティ インタネット上のセキュリティ対策

文字入力① キーボード練習

文字入力② 日本語タイピング練習

インターネットの利用方法
ネットワークの分類、インタネットの歴史、ウェブサービス、メー
ルの書き方

ビジネス情報基礎(パソコン操作・フローチャット)

焦　岩

講義

パソコンの初心者を対象とし、機械の基本操作等を含め、情報リテラシー全般を身につけるための授業で
ある。

技術者としてもちろん、事務系の仕事に就きたい学生に対しても、仕事中で求められるパソコンの基礎操
作能力および、情報を処理する能力を身につけることを授業の目標とする。

授業計画(60h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

オリエンテーション、コンピュー
ター概論

授業の進み方
試験の特徴・内容構成・申請方法等
コンピュータと情報について解説

2023年度 開講学年 1年次

BIK 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 4単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

テキスト

参考書

評価基準

期末発表

Wes McKinney, 2018. 『Pythonによるデータ分析入門―NumPy、pandasを使ったデータ処理』  第2版 , 技オ
ライリージャパン.

無し

授業内での理解度と取組み度合と出席率（100％）

データ分析 データ分析するために使われる分析モデル・ツール等について

Python入門

Pythonの基本操作方法
JAVA等言語との操作上の注意点
Scrapy、NumPy、Pandas等データ取得や分析の際によく使われ
るモジュール

データ分析演習 グループを分け、具体の課題を提供し、学生に取り組んでもらう

データ収集 情報を探し方と取得方法について

データ整形 取得したデータを可能にするための整形方法について

データ収納 完成したデータからデータベースを作成する方法

ビジネス情報応用(ビジネスソフト・データ分析)

焦　岩

講義

データサイエンスの概念を中心にし、データ収集と整形をはじめ、分析までの手法について学ぶ。人工知
能分野とデータサイエンス分野において、よく知られるプログラミング言語として、Pythonの使い方を1から
学ぶ。

技術者としてもちろん、事務系の仕事に就きたい学生に対しても、仕事中で求められるデータを取得し、分
析する能力を身につけることを授業の目標とする。

授業計画(60h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

オリエンテーション、コンピュー
ター概論

授業の進み方
試験の特徴・内容構成・申請方法等
コンピュータと情報について解説

2024年度 開講学年 2年次

BIO 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 1単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準

よくわかるマスター MOS Word 365＆2019　対策テキスト＆問題集
著作&制作： 富士通エフ・オー・エム株式会社
出版社： FOM出版
よくわかるマスター MOS Excel 365＆2019　対策テキスト＆問題集
著作&制作： 富士通エフ・オー・エム株式会社
出版社： FOM出版

授業内で随時紹介する。

1.期末試験による総合評価（６０％）
2.授業内で行う模擬試験（課題ファイル提出を含む）と出席率（４０％）

模擬試験 ① MOS試験本番を想定した模擬試験(Word/Excel)

模擬試験 ② 予備日

期末試験 筆記(Word/Excelに関する出題)

Excel 365&2019 ③ テーブルとテーブルのデータの管理

Excel 365&2019 ④ 数式や関数を使用した演算の実行

Excel 365&2019 ⑤ グラフの管理

MOS Excel 365&2019 とは？ MOS試験の出題範囲とExcelの事前スキルチェック

Excel 365&2019 ① ワークシートやブックの管理

Excel 365&2019 ② セルやセル範囲のデータの管理

Word 365&2019 ④ 参考資料の作成と管理

Word 365&2019 ⑤ グラフィック要素の挿入と書式設定

Word 365&2019 ⑥ 文書の共同作業の管理

Word 365&2019 ① 文書の管理

Word 365&2019 ② 文字、段落、セクションの挿入と書式設定

Word 365&2019 ③ 表やリストの管理

ビジネスソフト演習I (Word，Excel)

神保　明史

実習、模擬試験

①授業のテーマ
 MOS(Word Associate/Excel Associate)の資格取得を目指す者に長年愛用されてきたテキストを用いなが
ら、演習問題・模擬試験に取り組む。
②授業の内容
 《Word 365&2019》
・各Lessonの演習問題の実演解説
・模擬試験でのスキルチェック
 《Excel 365&2019》
・各Lessonの演習問題の実演解説
・模擬試験でのスキルチェック
③事前準備学修
・時間がある時にキーボードに触れ、一つでも多くのショートカット機能を身につけておく
・授業に臨む前に、“WordやExcelでこんなことができるんだ！”と自分でもできるイメージを膨らませておく
④事後展開学修
・演習問題、模擬試験を通じて一つでも便利な機能を覚えたら、日常生活に於いても使いこなすようにする
・完璧にできたつもりでもそのままにせず、時間のある時に再度確認をしながら、日々のスキルアップを怠
らない

Word 365&2019及びExcel 365&2019のスキルを世界的に証明するMOS資格（MicrosoftⓇOffice Specialist）
の取得を目指す。

授業計画(30h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

MOS Word 365&2019 とは？ MOS試験の出題範囲とWordの事前スキルチェック

2023年度 開講学年 1年次

BS1 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 1単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準

よくわかるマスター MOS PowerPoint 365＆2019　対策テキスト＆問題集
著作&制作： 富士通エフ・オー・エム株式会社
出版社： FOM出版
よくわかるマスター MOS Access 365＆2019（Expert）　対策テキスト＆問題集
著作&制作： 富士通エフ・オー・エム株式会社
出版社： FOM出版

授業内で随時紹介する。

1.期末試験による総合評価（６０％）
2.授業内で行う模擬試験（課題ファイル提出を含む）と出席率（４０％）

模擬試験 ① MOS試験本番を想定した模擬試験(PowerPoint/Access)

模擬試験 ② 予備日

期末試験 筆記(PowerPoint/Accessに関する出題)

Access 365&2019 Expert ④ クエリの作成と変更

Access 365&2019 Expert ⑤ レイアウトビューを使ったフォームの変更

Access 365&2019 Expert ⑥ レイアウトビューを使ったレポートの変更

Access 365&2019 Expert ① オブジェクトの各役割(テーブル、クエリ、フォーム、レポート)

Access 365&2019 Expert ② データベースの管理

Access 365&2019 Expert ③ テーブルの作成と変更

PowerPoint 365&2019 ④ 表、グラフ、SmartAｒｔ、３Dモデル、メディアの挿入

PowerPoint 365&2019 ⑤ 画面切り替えやアニメーションの挿入

MOS Access 365&2019 Expert
とは？

MOS試験の出題範囲とAccessの事前スキルチェック

PowerPoint 365&2019 ① プレゼンテーションの管理

PowerPoint 365&2019 ② スライドの管理

PowerPoint 365&2019 ③ テキスト、図形、画像の挿入と書式設定

ビジネスソフト演習Ⅱ(PowerPoint，Access)

神保　明史

演習、模擬試験

①授業のテーマ
 MOS(PowerPoint Associate/Access Expert)の資格取得を目指す者に長年愛用されてきたテキストを用い
ながら、演習問題・模擬試験に取り組む。
②授業の内容
 《PowerPoint 365&2019》
・各Lessonの演習問題の実演解説
・模擬試験でのスキルチェック
 《Access 365&2019 Expert》
・各Lessonの演習問題の実演解説
・模擬試験でのスキルチェック
③事前準備学修
・時間がある時にキーボードに触れ、一つでも多くのショートカット機能を身につけておく
・授業に臨む前に、“PowerPointやAccessでこんなことができるんだ！”と自分でもできるイメージを膨らま
せておく
④事後展開学修
・演習問題、模擬試験を通じて一つでも便利な機能を覚えたら、日常生活に於いても使いこなすようにする
・完璧にできたつもりでもそのままにせず、時間のある時に再度確認をしながら、日々のスキルアップを怠
らない

PowerPoint 365&2019及びAccess 365&2019 Expertのスキルを世界的に証明するMOS資格（MicrosoftⓇ

Office Specialist）の取得を目指す。

授業計画(30h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

MOS PowerPoint 365&2019 と
は？

MOS試験の出題範囲とPowerPointの事前スキルチェック

2023年度 開講学年 1年次

BS2 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 2単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

15

16 期末試験

14 関数の利用(２)
日付・時刻に関するもの

配列に関するもの

まとめ これまでの総合練習問題

12 エラー処理
デバック機能を使った処理

その他の方法での処理

13 関数の利用(１)
文字列操作に関するもの

データ判定に関するもの

10 データの転記と抽出
データの転記のしかた

データの抽出のしかた

11 セルの操作
オブジェクト“Range”を使った操作

オブジェクト“Cells”を使った操作

8 自動作成
予約表の作成

名簿の作成

9 シートのコピーと移動
シートのコピーのしかた

シートの移動のしかた

6
分岐(２) 分岐を使ったプログラム(論理演算子)

繰り返し(１) 繰り返しとは？

7 繰り返し(２)
繰り返しを使ったプログラム(Ｆｏｒ～文)

繰り返しを使ったプログラム(Ｄｏ～文)

4 変数(２)
変数の基本文法

変数を使ったプログラム

5 分岐(１)
分岐とは？

分岐を使ったプログラム(比較演算子)

ＶＢＡ(１) ＶＢＡとは？ＶＢＡの基本構文

3
ＶＢＡ(２) ＶＢＡを使った命令文の作り方

変数(１) 変数とは？

マイクロソフトオフィス(VBA含む)

藤井　文一郎

講義、小テスト実施

①授業のテーマ
 Excel VBAの仕組みを理解し、数値計算、データの整理、分析するためのプログラミングスキルを身につけ
る
②授業の内容
・マクロ   ・シートの自動作成
・ＶＢＡ   ・シートのコピーと移動
・変数   ・データの転記
・分岐   ・セルの操作
・繰り返し   ・エラー処理
・基本操作のまとめ   ・関数の利用
・これまでの処理のまとめ
③事前準備学修
・テキストの該当ページを読み、キーワードとなる専門用語の意味を調べておく
・授業に臨む前に、“Excel VBAでこんなことができるんだ！”と自分でもできるイメージを膨らませておく
④事後展開学修
・実習、演習を通じて一つでも便利な機能を覚えたら、日常生活に於いても使いこなすようにする
・完璧にできたつもりでもそのままにせず、時間のある時に再度確認をしながら、日々のスキルアップを怠
らない

 Excelの機能の1つであるマクロがどんなものであるか正しく理解し、プログラミング言語の1つであるVBAで
一通りプログラムが書けるようになる。『予約表』をサンプルに、Excel VBAで自動計算、データの整理、分
析を行うための一連のプログラム、マクロを組むことができる。

授業計画(60h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

マクロ マクロとは？マクロを使ったシートの自動化

2024年度 開講学年 2年次

MSV 必須/選択 必須



テキスト

参考書

評価基準

図解！Excel VBAのツボとコツがゼッタイにわかる本 ～プログラミング実践編～
著者： 立山 秀利
出版社： 秀和システム(2018年11月1日発行)
定価： 2160円 (税込)

授業内で随時紹介する。

1.期末試験による総合評価（６０％）
2.授業内での小テスト（ファイル提出を含む）と出席率（４０％）



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 -

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

テキスト

参考書

進捗報告（第2回）（２） システム構築状況に関する報告会

中間発表

個別に指導する。

個別に指導する。

システム構築に関する指導
（３）

システム構築に関する諸手法に関する個別指導

システム構築に関する指導
（４）

システム構築に関する諸手法に関する個別指導

進捗報告（第2回）（１） システム構築状況に関する報告会

個別指導（第2回）（２） プレゼンにおいて指摘される問題点に関する指導など

システム構築に関する指導
（１）

システム構築に関する諸手法に関する個別指導

システム構築に関する指導
（２）

システム構築に関する諸手法に関する個別指導

進捗報告（第1回）（１） テーマの位置づけに関する進捗プレゼンテーション

進捗報告（第1回）（２） テーマの位置づけに関する進捗プレゼンテーション

個別指導（第2回）（１） プレゼンにおいて指摘される問題点に関する指導など

個別指導（第1回）（２）
提出を求める卒論まえがき部分の添削内容に基づいた個別指
導

システム構成の相談（１） システムの構成方法についての個別相談会

システム構成の相談（２） システムの構成方法についての個別相談会

卒業研究

飯箸泰宏、石井このみ

講義、個別指導、発表

卒業研究は、IT分野における新規開発課題を自ら見出して、問題を解決する手法を調査または発見し、そ
れを工学的に実現する能力、さらに開発の目的と得られた成果をわかりやすく発表するプレゼンテー ショ
ン能力を身に付けることを目的とする。研究の最終的な目標を実現するために、具体的な問題の解決を実
践する。さ らに、これらの実践を自分以外の人に分かりやすく説明するために、研究の結果を整理して論
文にまとめる。

（1）関連知識や関連研究を学習・調査し、問題解決に向けたプロセスを自ら組み立て、種々の方策を施行
する。
（2）卒業研究のテーマ設定にそって、研究を完成させる。
（3）研究成果を卒業論文としてまとめるとともに、卒業論文発表会においてその成果を発表する。
上記の目標のために、情報分野の研究者・技術者として求められる下記の能力を習得することを目標とす
る。
　　① 自分で研究環境の構築・整備ができる能力。
　　② 関連分野の基礎知識と、関連研究を調査する能力。
　　③ 問題発見能力・問題分析能力・問題解決能力。
　　④ ドキュメンテーション能力とプレゼンテーション能力。
　　⑤ 自ら計画を立て、実行する自己管理能力。

授業計画(60h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

個別指導（第1回）（１）
提出を求める卒論まえがき部分の添削内容に基づいた個別指
導

2024年度 開講学年 2年次

1GIN 必須/選択 必須



評価基準

1.評価は、指導教員が、各人のテーマにあわせて適した内容を適した順序で個別に指導した上で、以下の
基準で実施する。
　(1) 基礎知識： 研究を遂行するに必要な知識を有しているか、など。
　(2) 調査能力： 背景知識を有しているか、自分の研究の位置づけを理解しているか、など。
　(3) 問題発見：分析・解決能力: 課題が明確になっているか、十分な事前評価を行ったか、自発的にアイ
デアを出したか、など。
　(4) 計画・実行能力： 実験計画などの自発的提案があったか、研究・開発手段の整備に積極的に取り組
んだか、共同研究者との協力関係を効果的に行ったか、など。
　(5) 研究の貢献内容： 研究・開発の成果が認められるか、将来の課題や展望などが述べられているか、
など。
　(6) 表現能力：論理が明確か、文章の記述・図表の使用は適切か、質疑応答は的確に行えたか、など。
　(7) 自己管理能力： 自ら研究計画を立て、それを着実に遂行したか、など。
　(8) 平常点： 研究への取組み態度、輪講・ディスカッションへの出席状況、ディスカッションへの参加、な
ど。
2.システム構築内容による総合評価（７０％）
3.出席率（３０％）



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 4単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

テキスト

参考書

評価基準

1.評価は、指導教員が、各人のテーマにあわせて適した内容を適した順序で個別に指導した上で、以下の
基準で実施する。
　(1) 基礎知識： 研究を遂行するに必要な知識を有しているか、など。
　(2) 調査能力： 背景知識を有しているか、自分の研究の位置づけを理解しているか、など。
　(3) 問題発見：分析・解決能力: 課題が明確になっているか、十分な事前評価を行ったか、自発的にアイ
デアを出したか、など。
　(4) 計画・実行能力： 実験計画などの自発的提案があったか、研究・開発手段の整備に積極的に取り組
んだか、共同研究者との協力関係を効果的に行ったか、など。
　(5) 研究の貢献内容： 研究・開発の成果が認められるか、将来の課題や展望などが述べられているか、
など。
　(6) 表現能力：論理が明確か、文章の記述・図表の使用は適切か、質疑応答は的確に行えたか、など。
　(7) 自己管理能力： 自ら研究計画を立て、それを着実に遂行したか、など。
　(8) 平常点： 研究への取組み態度、輪講・ディスカッションへの出席状況、ディスカッションへの参加、な
ど。
2.発表内容による総合評価（７０％）
3.出席率（３０％）

評価方法の指導（２） 各自のシステムの評価方法についての個別指導

発表

個別に指導する。

個別に指導する。

進捗報告（第3回）（１） システムのデモの公開

進捗報告（第3回）（２） システムのデモの公開

評価方法の指導（１） 各自のシステムの評価方法についての個別指導

被験者実験に関する指導（２） システム評価のための調査・実験手法の指導

論文作成指導（１） 卒業論文の書き方に関する指導

論文作成指導（２） 卒業論文の書き方に関する指導

システム構築に関する指導
（３）

システム構築に関する諸手法に関する個別指導

システム構築に関する指導
（４）

システム構築に関する諸手法に関する個別指導

被験者実験に関する指導（１） システム評価のための調査・実験手法の指導

個別指導（第3回）（２） プレゼンにおいて指摘される問題点に関する指導など

システム構築に関する指導
（１）

システム構築に関する諸手法に関する個別指導

システム構築に関する指導
（２）

システム構築に関する諸手法に関する個別指導

卒業研究

飯箸泰宏、石井このみ

講義、個別指導、発表

卒業研究は、IT分野における新規開発課題を自ら見出して、問題を解決する手法を調査または発見し、そ
れを工学的に実現する能力、さらに開発の目的と得られた成果をわかりやすく発表するプレゼンテー ショ
ン能力を身に付けることを目的とする。研究の最終的な目標を実現するために、具体的な問題の解決を実
践する。さ らに、これらの実践を自分以外の人に分かりやすく説明するために、研究の結果を整理して論
文にまとめる。

（1）関連知識や関連研究を学習・調査し、問題解決に向けたプロセスを自ら組み立て、種々の方策を施行
する。
（2）卒業研究のテーマ設定にそって、研究を完成させる。
（3）研究成果を卒業論文としてまとめるとともに、卒業論文発表会においてその成果を発表する。
上記の目標のために、情報分野の研究者・技術者として求められる下記の能力を習得することを目標とす
る。
　　① 自分で研究環境の構築・整備ができる能力。
　　② 関連分野の基礎知識と、関連研究を調査する能力。
　　③ 問題発見能力・問題分析能力・問題解決能力。
　　④ ドキュメンテーション能力とプレゼンテーション能力。
　　⑤ 自ら計画を立て、実行する自己管理能力。

授業計画(60h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

個別指導（第3回）（１） プレゼンにおいて指摘される問題点に関する指導など

2024年度 開講学年 2年次

2GIN 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 4単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

テキスト

参考書

評価基準 授業内での理解度と出席率（100％）

財務会計 費用、利益、在庫管理、財務諸表

過去問題練習と解読 過去問題練習

きたみ りゅうじ, 2022. 『キタミ式イラストIT塾 基本情報技術者 令和05年』 技術評論社.

無し

企業活動と市場分析 企業活動と組織構造、市場ポジション分析

企業関連する法規 労働、著作、経営に関する法律

経営戦略 業務改善と問題分析手法

プログラム作り方② アルゴリズム

プログラム作り方③ オブジェクト指向、擬似言語、UML

システム故障対策 故障した場合の対策

システム開発設計
業務モデル化、ユーザインタフェース、コード設計、モジュール
分割、テスト

システム開発管理 プロジェクトマネジメント、システム監査

プログラム作り方① プログラミング言語基礎

セキュリティ① 情報セキュリティ、個人認証、アクセス管理

セキュリティ②
ウイルス対策、ネット上のインターネットの対策、暗号化技術、
デジタル署名

システム開発手法 システムの開発手法

ネットワークの構成 インターネット、LAN、WAN、構成装置

ネットワーク上のデータ転送 データの誤り制御、TCP/IP

ネットワークサービス WWW、メール、クラウド

ファイル管理 ファイルの概念と保管場所の絶対パス・相対パス

データベース① 関係データベース、キー、正規化

データベース② SQL、排他制御、障害管理

コンピューターの五大装置④ 入力装置と出力装置

基本ソフトウェア① OSの役割、ジョブ管理とタスク管理

基本ソフトウェア② 実記憶管理、仮想記憶管理、プログラムの性質

コンピューターの五大装置① 五大装置の関係とCPUの制御

コンピューターの五大装置② CPUの演算と処理の性能

コンピューターの五大装置③ メモリの種類・特徴、メイン記憶装置、補助記憶装置

2進数の四則演算と小数表現
方法

足し算、引き算、掛け算、割り算とシフト演算
小数の表現方法と誤差の扱い

コンピュータの計算回路 論理演算、基本演算回路と加算器

デジタルデータの表し方
情報の表し方、アナログデータからデジタルデータへの変換方
法

基本情報技術者試験対策(前期)

焦　岩

講義

（後期同様）基本情報技術者試験はITパスポート試験の内容と似ているところが多いものの、IT知識に対
する理解度を高く求められる。試験を合格するため、必要とする基本知識を深く理解してもらうため、全体
の知識を網羅する。そして、試験によく出題されるところに焦点を当てて詳細に解説していく。

表面上の知識だけでなく実践を踏まえることで確実に知識を定着させる。

授業計画(60h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

オリエンテーション、試験内容
解説、N進数の扱い

授業の進み方
試験の特徴・内容構成・申請方法等
2進数、8進数、16進数、10進数との変換方法

2023、2024年度 開講学年 全学年

KJG1 必須/選択 選択



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 4単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

テキスト

参考書

評価基準 授業内での理解度と出席率（100％）

財務会計 費用、利益、在庫管理、財務諸表

過去問題練習と解読 過去問題練習

きたみ りゅうじ, 2022. 『キタミ式イラストIT塾 基本情報技術者 令和05年』 技術評論社.

無し

企業活動と市場分析 企業活動と組織構造、市場ポジション分析

企業関連する法規 労働、著作、経営に関する法律

経営戦略 業務改善と問題分析手法

プログラム作り方② アルゴリズム

プログラム作り方③ オブジェクト指向、擬似言語、UML

システム故障対策 故障した場合の対策

システム開発設計
業務モデル化、ユーザインタフェース、コード設計、モジュール
分割、テスト

システム開発管理 プロジェクトマネジメント、システム監査

プログラム作り方① プログラミング言語基礎

セキュリティ① 情報セキュリティ、個人認証、アクセス管理

セキュリティ②
ウイルス対策、ネット上のインターネットの対策、暗号化技術、
デジタル署名

システム開発手法 システムの開発手法

ネットワークの構成 インターネット、LAN、WAN、構成装置

ネットワーク上のデータ転送 データの誤り制御、TCP/IP

ネットワークサービス WWW、メール、クラウド

ファイル管理 ファイルの概念と保管場所の絶対パス・相対パス

データベース① 関係データベース、キー、正規化

データベース② SQL、排他制御、障害管理

コンピューターの五大装置④ 入力装置と出力装置

基本ソフトウェア① OSの役割、ジョブ管理とタスク管理

基本ソフトウェア② 実記憶管理、仮想記憶管理、プログラムの性質

コンピューターの五大装置① 五大装置の関係とCPUの制御

コンピューターの五大装置② CPUの演算と処理の性能

コンピューターの五大装置③ メモリの種類・特徴、メイン記憶装置、補助記憶装置

2進数の四則演算と小数表現
方法

足し算、引き算、掛け算、割り算とシフト演算
小数の表現方法と誤差の扱い

コンピュータの計算回路 論理演算、基本演算回路と加算器

デジタルデータの表し方
情報の表し方、アナログデータからデジタルデータへの変換方
法

基本情報技術者試験対策(後期)

焦　岩

講義

（前期同様）基本情報技術者試験はITパスポート試験の内容と似ているところが多いものの、IT知識に対
する理解度を高く求められる。試験を合格するため、必要とする基本知識を深く理解してもらうため、全体
の知識を網羅する。そして、試験によく出題されるところに焦点を当てて詳細に解説していく。

表面上の知識だけでなく実践を踏まえることで確実に知識を定着させる。

授業計画(60h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

オリエンテーション、試験内容
解説、N進数の扱い

授業の進み方
試験の特徴・内容構成・申請方法等
2進数、8進数、16進数、10進数との変換方法

2023、2024年度 開講学年 全学年

KJG2 必須/選択 選択



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 2単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

テキスト

参考書

評価基準

きたみ りゅうじ, 2022. 『キタミ式イラストIT塾 ITパスポート 令和05年』 技術評論社.

無し

授業内での理解度と出席率（100％）

企業活動と関連法規
企業活動と組織構造、市場ポジション分析、労働・著作・経営に
関する法律

経営戦略と財務会計 業務改善と問題分析手法、費用・利益・在庫管理と財務諸表

過去問題練習と解読 過去問題練習

システム開発管理 プロジェクトマネジメント、システム監査

プログラム作り方 プログラミング言語基礎、アルゴリズム、擬似言語

システム故障対策 故障した場合の対策

ネットワーク上のサービス WWW、メール、クラウド

セキュリティ
情報セキュリティ、個人認証、アクセス管理、ウイルス対策、
ネット上のインターネットの対策、暗号化技術、デジタル署名

システム開発手法 システムの開発の流れ、設計し方、テスト

ハードデスク、OS、アプリケー
ション、表計算

ハードデスクのデータ保存方法、
OSとアプリケーション
表計算ソフトの使い方

データベース 関係データベース、キー、SQL、排他制御、障害管理

ネットワークの構成と送信方法 インターネット、LAN、WAN、構成装置、TCP/IP

コンピュータの構成 コンピュータの五大装置

3
デジタルデータの表し方

情報の表し方、アナログデータからデジタルデータへの変換方
法

ファイル管理 ファイルの概念と保管場所の絶対パス・相対パス

ITパスポート試験対策

焦　岩

講義

（後期同様）IT業界に関わる技術、管理、経営の基礎知識を網羅的に学ぶ。試験を合格するため、よく出題
されるところに焦点を当てて詳く解説を行う。

表面上の知識だけでなく実践を踏まえることで確実に知識を定着させる。

授業計画(30h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

オリエンテーション、試験内容
解説、情報とは何か

授業の進み方
試験の特徴・内容構成・申請方法等
コンピュータと情報について解説

2023、2024年度 開講学年 全学年

ITP1 必須/選択 選択



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 2単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

テキスト

参考書

評価基準

きたみ りゅうじ, 2022. 『キタミ式イラストIT塾 ITパスポート 令和05年』 技術評論社.

無し

授業内での理解度と出席率（100％）

企業活動と関連法規
企業活動と組織構造、市場ポジション分析、労働・著作・経営に
関する法律

経営戦略と財務会計 業務改善と問題分析手法、費用・利益・在庫管理と財務諸表

過去問題練習と解読 過去問題練習

システム開発管理 プロジェクトマネジメント、システム監査

プログラム作り方 プログラミング言語基礎、アルゴリズム、擬似言語

システム故障対策 故障した場合の対策

ネットワーク上のサービス WWW、メール、クラウド

セキュリティ
情報セキュリティ、個人認証、アクセス管理、ウイルス対策、
ネット上のインターネットの対策、暗号化技術、デジタル署名

システム開発手法 システムの開発の流れ、設計し方、テスト

ハードデスク、OS、アプリケー
ション、表計算

ハードデスクのデータ保存方法、
OSとアプリケーション
表計算ソフトの使い方

データベース 関係データベース、キー、SQL、排他制御、障害管理

ネットワークの構成と送信方法 インターネット、LAN、WAN、構成装置、TCP/IP

コンピュータの構成 コンピュータの五大装置

3
デジタルデータの表し方

情報の表し方、アナログデータからデジタルデータへの変換方
法

ファイル管理 ファイルの概念と保管場所の絶対パス・相対パス

ITパスポート試験対策

焦　岩

講義

（前期同様）IT業界に関わる技術、管理、経営の基礎知識を網羅的に学ぶ。試験を合格するため、よく出題
されるところに焦点を当てて詳く解説を行う。

表面上の知識だけでなく実践を踏まえることで確実に知識を定着させる。

授業計画(30h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

オリエンテーション、試験内容
解説、情報とは何か

授業の進み方
試験の特徴・内容構成・申請方法等
コンピュータと情報について解説

2023、2024年度 開講学年 全学年

ITP 必須/選択 選択



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 2単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準

アンガーコントロール

前期まとめ

期末試験

印刷物を配布する

印刷物を配布する

1.期末試験による総合評価（６０％）
2.授業内での小テスト（ファイル提出を含む）と出席率（４０％）

聴くスキル③

伝えるスキル①

価値観の多様性①

価値観の多様性②

アサーティブな自己表現

自分の感情を意識する

コミュニケーションとは②

コミュニケーションの手段

言語・非言語

コミュニケーション能力とは

聴くスキル①

聴くスキル②

ビジネスコミュニケーションⅠ

大西　うらら

講義も行うが、アクティビティやディスカッションを通して、理解を深める。
専門知識を学ぶだけでなく、実践の場での応用を考えることができるようにする。
授業内に行った課題については、講評を行う。

人間が社会生活を送る上でコミュニケーションは必要不可欠であり、新卒採用で企業側が求める能力とし
て「コミュニケーション能力」は16年連続でトップに挙げられている。IT関連の専門職であっても、円滑なプロ
ジェクト推進のためにコミュニケーション能力は大変重要視されている。また、コロナ禍においてテレワーク
も急拡大しており、対面で「聞く」「話す」以外のコミュニケーションがさらに重要になっていくことが考えられ
る。
本講座では、ビジネス社会で必要不可欠なコミュニケーションについて、日本社会の文化についての知識
も交えながら情報提供する。自分自身の頭で考え、意見交換し、トレーニングをし、多様性を受け入れなが
ら知見を深めていくことができるような講座をおこなう。

コミュニケーションの基礎を身につける。
日本人・留学生ともに、異なる文化背景を持つ他者とコミュニケーションをとることに慣れる。
自身の考えを言語化し、自分の言葉で他者に伝え、他者の意見も受け入れる（受け止める）ことを学ぶ。

授業計画(30h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

コミュニケーションとは①

基礎として、ビジネス以前のコミュニケーションについて、その
仕方について、自己と他者の関係性についてを学ぶ

2023年度 開講学年 1年次

BC1 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 2単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準

ストレスマネジメント

後期まとめ

期末試験

印刷物を配布する

印刷物を配布する

1.期末試験による総合評価（６０％）
2.授業内での小テスト（ファイル提出を含む）と出席率（４０％）

クレーム対応

聴くスキル①

聴くスキル②

伝えるスキル①

伝えるスキル②

伝えるスキル③

ビジネスにおけるコミュニケー
ション②

社会人基礎力

自分の長所を知る

キャリアについて

苦手なタイプとのつきあいかた

コンセンサスのとり方

ビジネスコミュニケーションⅡ(GCB I)

大西　うらら

講義も行うが、アクティビティやディスカッションを通して、理解を深める。
専門知識を学ぶだけでなく、実践の場での応用を考えることができるようにする。
授業内に行った課題については、講評を行う。

人間が社会生活を送る上でコミュニケーションは必要不可欠であり、新卒採用で企業側が求める能力とし
て「コミュニケーション能力」は16年連続でトップに挙げられている。IT関連の専門職であっても、円滑なプロ
ジェクト推進のためにコミュニケーション能力は大変重要視されている。また、コロナ禍においてテレワーク
も急拡大しており、対面で「聞く」「話す」以外のコミュニケーションがさらに重要になっていくことが考えられ
る。
本講座では、ビジネス社会で必要不可欠なコミュニケーションについて、日本社会の文化についての知識
も交えながら情報提供する。自分自身の頭で考え、意見交換し、トレーニングをし、多様性を受け入れなが
ら知見を深めていくことができるような講座をおこなう。

ビジネスコミュニケーションの基礎を身につける。
日本人・留学生ともに、異なる文化背景を持つ他者とコミュニケーションをとることに慣れる。
自身の考えを言語化し、自分の言葉で他者に伝え、他者の意見も受け入れる（受け止める）ことを学ぶ。
BC1の次の段階として、就職活動・実務に役立つコミュニケーションの基礎を習得する。

授業計画(30h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

ビジネスにおけるコミュニケー
ション①

ビジネスにおけるコミュニケーションについて、その前段階であ
る就職活動に役立つ情報提供・自己分析ワークも含めて学ぶ

2023年度 開講学年 1年次

BC2 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 1単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準

ケーススタディ4②

ケーススタディ4③

期末試験

印刷物を配布する

公益財団法人日本語漢字能力検定協会編『マンガで体験！にっぽんのカイシャ』公益財団法人日本語漢
字能力検定協会、2019年
ビジネス能力検定ジョブパス研究会『要点と演習　ビジネス能力検定ジョブパス3級2022年度版』実教出
版、2022年
その他授業時に適宜紹介

1.期末試験による総合評価（６０％）
2.授業内での小テスト（ファイル提出を含む）と出席率（４０％）

ケーススタディ2②

ケーススタディ2③

ケーススタディ3①	

ケーススタディ3②

ケーススタディ3③

ケーススタディ4①	

ビジネスにおける雑談

職場でのやりとり

ケーススタディ1①

ケーススタディ1②

ケーススタディ1③

ケーススタディ2①	

ビジネスコミュニケーションⅢ(GCB Ⅱ)

石井　このみ

講義も行うが、アクティビティやディスカッションを通して、理解を深める。
専門知識を学ぶだけでなく、実践の場での応用を考えることができるようにする。
授業内に行った課題については、講評を行う。

人間が社会生活を送る上でコミュニケーションは必要不可欠であり、新卒採用で企業側が求める能力とし
て「コミュニケーション能力」は16年連続でトップに挙げられている。IT関連の専門職であっても、円滑なプロ
ジェクト推進のためにコミュニケーション能力は大変重要視されている。また、コロナ禍においてテレワーク
も急拡大しており、対面で「聞く」「話す」以外のコミュニケーションがさらに重要になっていくことが考えられ
る。
本講座では、ビジネス社会で必要不可欠なコミュニケーションについて、日本社会の文化についての知識
も交えながら情報提供する。自分自身の頭で考え、意見交換し、トレーニングをし、多様性を受け入れなが
ら知見を深めていくことができるような講座をおこなう。

ビジネスコミュニケーションの基礎を踏まえた応用編。
日本人・留学生ともに、異なる文化背景を持つ他者とコミュニケーションをとることに慣れる。
自身の考えを言語化し、自分の言葉で他者に伝え、他者の意見も受け入れる（受け止める）ことを学ぶ。
BC2の次の段階として、就職活動・実務における諸問題にどのように対応するか、ケーススタディを通し、読
解力・問題解決力・仲間とのコミュニケーション力・人前で発言する力を身につける。

授業計画(30h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

ビジネスコミュニケーションにつ
いて（オリエン）

就職活動・実務での諸問題をケーススタディとして提示し、それ
を読み、理解し、解決策について個人で考える→グループで話
し合い、コンセンサスをとり、代表者が発表する→講師からコメ
ント、妥当解を示し、各ケースの周辺情報の提供。これを3回に
分け、十分な時間をとっておこなう。

2024年度 開講学年 2年次

BC3 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 1単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

教科書

参考書

評価基準

期末試験 第１～１５講で配布した資料を確認しておくこと

使用せず。毎時間資料を配布する。

授業内で随時紹介する。

1.期末試験による総合評価（５０％）
2.授業内でのレポート提出、期末試験前に実施するマナーチェック（４０％）
3.受講態度を含む出席状況(１０％)

外国のビジネスマナーを理解
する１

中国、ベトナム、スリランカ、ネパール、ウズベキスタン、モンゴ
ル、ブラジル、ミャンマー 他当校在籍留学生出身国のビジネス
マナー

外国のビジネスマナーを理解
する２

外国のビジネスマナーを理解
する３

外国のビジネスマナーを理解
する４

マナーチェック 各場面に応じたマナーの体得

正社員として働くからには 5 会議でのマナー

正社員として働くからには 6 出張(日帰り・宿泊)で気を付けたいこと

正社員として働くからには 7 研修や講習で自身のスキルをアップ

正社員として働くからには 2 報告、連絡、相談の重要性

正社員として働くからには 3 TO-DO、タスクをこまめにチェック

正社員として働くからには 4 スケジュールの管理

来年社会人として一歩踏み出
すみなさんへ心構え ２

働く目的を明確に

来年社会人として一歩踏み出
すみなさんへ心構え ３

グローバルIT社会と共存していくために

正社員として働くからには 1 非正規社員(アルバイト、パートタイマー)との違いを明確に

ビジネスマナー

神保　明史

講義、レポート課題

①授業のテーマ
マナーとは何かということを認識し、ビジネスパーソンに不可欠な状況に応じたマナーを身につける
②授業の内容
"大きく分けて以下の３つについて講義(関連動画も含む)し、レポート作成やマナーチェックを課していく。
・来年社会人として一歩踏み出すみなさんへ心構え
・正社員として働くからには
・外国のビジネスマナー"
③事前準備学修  履修するみなさんは2年次の学生であると共に、就職活動生でもある。社会人の第一歩
として“襟を正す”意味を込め、男女ともリクルートスーツ姿での参加が望ましい。勿論、平常点にも加味し
ていく。
④事後展開学修実際の就職活動を通じ、特に自身の社会人としてのマナーの足りなさを痛感した場合は、
これまで授業で学習したことを再度見直し、今後の活動の糧にしていくこと。

心構えや行動、身だしなみ、考え方・受け取り方、話し方・聞き方など、“なぜそうしなければならないのか”
を理解し、各場面に応じたマナーを心掛け、実践できる。

授業計画(30h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

来年社会人として一歩踏み出
すみなさんへ心構え １

遅刻、欠勤、早退に気を付けよう！

2024年度 開講学年 2年次

BMN 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 2単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準

プリントを配布

長澤大輔、ジョン・レイナー『IT・デジタルワーカーのための英会話』ベレ出版、2016年
行時潔他『First Time Working Abroad』松柏社、2020年
その他、適宜授業時に紹介する

1.期末試験による総合評価（６０％）
2.授業内課題と出席率（４０％）

SNS SNS上で使われる言葉

まとめと試験対策

期末試験

ウェブ制作 ウェブページの作成

Eメール メールのルール

Eメール メールの設定

オフィスソフトの操作 文書作成

オフィスソフトの操作 表計算

ウェブ制作 ウェブページの作成

PC作業の基本 操作の指示

PC作業の基本 トラブル対処

オフィスソフトの操作 文書作成

オフィス機器の操作 Wi-Fiのセットアップ

オフィス機器の操作 プリンターのセットアップ

PC作業の基本 キーボードの操作

ビジネス英語

石井　このみ

講義、演習

IT技術者がビジネス場面で必要とされる、英語力語彙力、リスニング力、リーディング力、スピーキング力、
ライティング力の向上を目指す。授業には積極的に取り組み、復習（授業内容の確認・音読）も行うこと

IT技術者がビジネス場面で必要とされる、英語力（語彙力、リスニング力、リーディング力、スピーキング
力、ライティング力）の向上を目指す。

授業計画(30h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

授業の進め方、自己紹介 オリエンテーション、英語で自己紹介する

2023年度 開講学年 1年次

BEN 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 2単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準

伊藤龍峰, 工藤栄一郎, 青木康一, 仲尾次洋子, 坂根純輝, 東幸代, 原口健太郎（2021）『基本簿記原理』
第2版, 中央経済社.

特になし

1.授業内での小テストや課題（30%）
2.出席率（30％）
3.期末試験（40％）

8桁精算表
財務諸表

精算表の作成
財務諸表の概念とその構成

復習

期末試験

伝票
資本

伝票の仕組み
資本の概念

税金 税金に関連する勘定科目

収益と費用 収益と費用の勘定科目

その他の債権債務取引
債権債務の処理
債権と債務に関連する勘定科目

受取手形と支払手形 手形に関する勘定科目

貸倒れ
有形固定資産

貸倒の基本概念と関連の勘定科目
固定資産に関する勘定科目

現金預金 現金に関連する勘定科目

商品売買 商品売買に関連する勘定科目

売掛金と買掛金 掛け金処理に関連する勘定科目

貸借対照表
損益計算書

貸借対照表の意義と仕組み
損益計算書の意義と仕組み

取引と勘定記入
仕訳帳と元帳

取引の概念と勘定科目
仕分け方法と仕訳帳と元帳の目的

試算表と精算表
決算

試算表と精算表の目的
決算の意義

簿記基礎

焦　岩

講義

①授業のテーマ
複式簿記について学習する。簿記上の取引を、借方と貸方に分けて記帳する技術を身につける。複式
簿記の基本原理、簿記一巡の手続を学習し、簿記・会計学の基本的な事項を理解することを目的とす
る。
 
②授業の内容
あらゆる組織が運営するために常に考えなければならない重要な問題は資金である。この授業におい
ては、組織の日常の経済活動中において、様々な経理・会計に関る概念を解説しながら、お金がどのよ
うに流れているか、また貸借対照表や損益計算書等の財務諸表をどのように作成し、分析するかについ
て、主に現行の複式簿記の仕組みを学習していく。

③事前準備学修
都度配布する資料と教科書を参考していくこと。

④事後展開学修
配布した資料中の問題を解き、理解を深めてください。疑問点は常に明確にしておくこと。

簿記の構造理解および決算書類の作成ができる日商簿記検定3級に当たる能力を達することを授業の
目標とします。

授業計画(30h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

オリエンテーション
簿記の意義と基礎諸概念

授業の進み方と評価し方
簿記の意義の諸基本概念

2024年度 開講学年 2年次

BKB 必須/選択 必修



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 2単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準

使用せず。随時資料を配布する。

必要があればその都度提示する。

1.期末試験による総合評価（５０％）
2.授業内で課す一問一答とレポート（４０％）
3.受講態度を含む出席状況(１０％)

課題作文② 在留外国人の日本語力・日本での生活ぶりについて

前時のレポートのフィードバッ
ク②

添削結果を基にした課題作文を書く上での注意点

期末試験 第１～１５講で配布した資料を確認しておくこと

時事問題 ～国際情勢③～ 2022年の国際情勢を振り返る

課題作文① 外国人留学生・労働者から見た日本の印象

前時の課題作文のフィードバッ
ク①

添削結果を基にした課題作文を書く上での注意点

時事問題 ～政治経済③～ 2022年の政治経済を振り返る

時事問題 ～国際情勢①～ 2020年の国際情勢を振り返る

時事問題 ～国際情勢②～ 2021年の国際情勢を振り返る

時事問題 ～社会問題③～ 2022年の社会問題を振り返る

時事問題 ～政治経済①～ 2020年の政治経済を振り返る

時事問題 ～政治経済②～ 2021年の政治経済を振り返る

在留外国人の取り巻く環境 外国人の在留資格、在留・就労の実態

時事問題 ～社会問題①～ 2020年の社会問題を振り返る

時事問題 ～社会問題②～ 2021年の社会問題を振り返る

一般教養Ⅰ

神保　明史

講義、一問一答、レポート

①授業のテーマ
就職試験の中の一般常識で出題頻度が多い「時事問題」に焦点を当てる。特に国際情勢では、当校に在
籍する留学生の出身国についても取り上げ、異文化、多文化共生等に関する理解を深めていく。
②授業の内容
大きく分けて以下のジャンルについて講義(関連動画も含む)し、レポート、一問一答を課していく。
・社会問題
・政治経済
・国際情勢
③事前準備学修
・自分にとって初めて聞く用語に出くわしたら、直ぐにインターネットや事典等で調べる
・調べた内容は、その日のうちにノート等に書いてまとめる
・普段から、ニュースを視聴したり、新聞に目を通す習慣をつけておく
④事後展開学修
・一問一答で間違った所は、マーカーや付せんでチェックし、正解するまでくり返し覚える
・学習が済んだ箇所でも、確認の意味でしっかり見直す

・例えば、1年前のニュースについて質問、出題されることを想定し、直ぐに答えられるようにする。
・自分の考えや意見を、自分の言葉でアウトプットできるようになる。

授業計画(30h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

グローバル社会とは？ 異文化理解、多文化共生

2023年度 開講学年 1年次

CM1 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 1単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準

「赤チェックシート付 一般常識&最新時事 一問一答 頻出1500問 2021年度」～高橋の就職シリーズ～単行
本（ソフトカバー）
著者： 角倉 裕之
出版社： 高橋書店 (2018年1月10日出版)
定価： 1,404円 (税込)

授業内で随時紹介する

1.期末試験による総合評価（６０％）
2.授業内での小テスト（ファイル提出を含む）と出席率（４０％）

ノーベル賞(１) 文学賞、平和賞、経済学賞

ノーベル賞(２) 物理学賞、化学賞、医学・生理学賞

期末試験

世界遺産(２) 複合遺産

時事英語(１) 国際略語

時事英語(２) メディア英語

環境問題(１) 公害

環境問題(２) 新エネルギー

世界遺産(１) 文化遺産、自然遺産

社会問題(２) 教育

国際問題(１) 常任理事国、国連安全保障理事会

国際問題(２) 領土問題

国内政治・経済(２) 制度改革

国内政治・経済(３) 経済論、経済史、経済協定

社会問題(１) 年金、少子高齢化

一般教養Ⅱ

神保　明史

講義、小テスト実施

①授業のテーマ
就職試験で出題されやすい最新時事問題について学習し、2021年度の就職活動に備える

②授業の内容

・小テスト
前時に指定した箇所を出題範囲とし、授業の最初の１５分を使って行う

・解説
小テストの答え合わせとフィードバック

③事前準備学修
・自分にとって初めて聞く用語に出くわしたら、直ぐにインターネットや事典等で調べる
・調べた内容は、その日のうちにノート等に書いてまとめる
・時間のある時には、次回の確認小テストの勉強をする

④事後展開学修
・確認小テストで間違った所は、マーカーや付せんでチェックし、正解するまでくり返し
覚える
・学習が済んだ箇所でも、確認の意味でしっかり見直す

就職試験で頻繁に問われる最新時事問題の各分野を、一問一答形式で答えられるようにする

授業計画(30h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

国内政治・経済(１) 歴代首相、憲法、法令

2024年度 開講学年 1年次

CM2 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 -

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

テキスト

参考書

評価基準
1.授業参加度による総合評価（６０％）
2.授業内での小テスト（ファイル提出を含む）と出席率（４０％）

行動を調節する力の巧緻性 巧緻性について実技指導する。

行動を調節する力の柔軟性 柔軟性について実技指導する。

独自に準備

独自に準備

行動を持続する力の全身持久
力

全身持久について実技指導する。

行動を調節する力の敏捷性 敏捷性について実技指導する。

行動を調節する力の平衡性 平衡性について実技指導する。

行動を起こす力の筋力 筋力・背筋力などの付け方について実技指導する。

行動を起こす力の瞬発力 瞬発力の向上方法について実技指導する。

行動を持続する力の筋持久力 筋持久力について実技指導する。

身体的要素Ⅱ
行動体力の機能内容で行動を起こす力・行動を持続する力・行
動を調節する力について解説する。

身体的要素Ⅲ 防衛体力の構造内容で器官・組織の構造について解説する。

身体的要素Ⅳ
防衛体力の機能内容で温度調節・免疫・身体的ストレスに対す
る抵抗力について解説する。

精神的要素Ⅰ 行動体力の意志・判断・意欲について解説する。

精神的要素Ⅱ
防衛体力の精神的ストレスに対する抵抗力　について解説す
る。

身体的要素Ⅰ 行動体力の形態内容で体格について解説する。

基礎体力

加藤　大輝

講義、実技指導

講義を通して体力の要素を理解し、実技指導を通して体力を鍛える方法を取得する。

体力の要素についての理解を深め、身体要素と精神要素を鍛える方法を自分自身で取得できること。

授業計画(30ｈ)

週ごとのテーマ 概要／キーワード

体力の要素 体力の要素の分類について解説します。

2023年度 開講学年 1年次

1KT 必須/選択 必修



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 2単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

テキスト

参考書

評価基準
1.授業参加度による総合評価（６０％）
2.授業内での小テスト（ファイル提出、体力測定を含む）と出席率（４０％）

実技Ⅸ
ラジオ体操、垂直飛び、立ち幅、上体おこし、懸垂腕屈伸、伏臥
上体そらしなど実施する。

体育館での実技Ⅲ バスケットボール、キャッチボールなどの競技を実施する。

独自に準備

独自に準備

体育館での実技Ⅱ バスケットボール、キャッチボールなどの競技を実施する。

実技Ⅶ
ラジオ体操、全身反応時間、反復横とび、閉眼片足立ち、座位
体前屈など実施する。

実技Ⅷ
ラジオ体操、垂直飛び、立ち幅、閉眼片足立ち、座位体前屈、
伏臥上体そらしなど実施する。

実技Ⅳ
ラジオ体操、全身反応時間、反復横とび、閉眼片足立ち、座位
体前屈など実施する。

実技Ⅴ
ラジオ体操、垂直飛び、立ち幅、閉眼片足立ち、座位体前屈、
伏臥上体そらしなど実施する。

実技Ⅵ
ラジオ体操、垂直飛び、立ち幅、上体おこし、懸垂腕屈伸、伏臥
上体そらしなど実施する。

実技Ⅱ
ラジオ体操、懸垂腕屈伸、全身反応時間、反復横とびなど実施
する。

実技Ⅲ
ラジオ体操、閉眼片足立ち、座位体前屈、伏臥上体そらしなど
実施

体育館での実技Ⅰ サッカー、バレーボールなどの競技を実施する。

ラジオ体操Ⅰ ラジオ体操の前半について、正しくやり方を実技指導する。

ラジオ体操Ⅱ ラジオ体操の後半について、正しくやり方を実技指導する。

実技Ⅰ ラジオ体操、垂直飛び、立ち幅、上体おこしなど実施する。

基礎体力

加藤　大輝

講義、実技指導

講義と実技指導を通して体力を鍛えて行くことを目指す。授業は基本校舎内を利用しますが、まれに市運
営の施設を利用し、団体競技を実施する。

体力の要素についての理解を深め、実技を通して身体要素を鍛える方法を自分自身で取得できること。

授業計画(30h)

週ごとのテーマ 概要／キーワード

体力測定 学生の体力を測定し、現状を確認する

2023年度 開講学年 1年次

2KT 必須/選択 必修



東和IT専門学校　情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 2単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準

消費者金融、リース・レンタルの役割と特
性、日本の経済・産業を支える政治構造、
三権分立、民主党

国会のしくみ、内閣と省庁のしくみ、自分
に興味を持った産業のまとめ、発表、グ
ループワーク

期末試験

「ビジネス基本力to将来力（学生と若手ビジネスパーソンのキャリア形成ハンドブック）」
著者：加賀　博（公益財団法人日本生産性本部生産性労働情報センター　発行）

特に無し

1.毎授業に作成する自己チェックレポート課題と取り組み（４０％）
2.期末に行う筆記試験（６０％）

アパレル、専門量販店、ディスカウント、
通信販売、我々の生活を便利で豊かにす
るサービス業界の役割と特性

フードサービス、旅行、レジャー、ホテル業
界の役割と特性

マスコミ、出版、放送、広告業界の役割と
特性

印刷、商社、シルバービジネス、教育業界
の役割と特性

人材ビジネス、コンサルティング、ゲーム、
産業・社会に必要なお金の運用に関する
金融業界の役割と特性

銀行、証券、保険、クレジット業界の役割
と特性

プラント、不動産、住宅、鉄道、陸運業界
の役割と特性

航空業界、海運業界、倉庫物流、通信・イ
ンターネット業界の役割と特性

IT、ソフトウェア、鉄鋼・非鉄金属、化学、
ガラス・セメント業界の役割と特性

ゴムタイヤ・紙・パルプ、繊維、コンピュー
タ・電子部品、OA機器・家電業界の役割
と特性

工作機械、自動車、造船・重機、化粧品・
トイレタリー業界の役割と特性

食品・飲料、製薬、作ったものを我々に営
業販売する流通小売、スーパー、コンビニ
業界の役割と特性

日本の産業構造

加賀　博

講義で必要な知識・情報提供によって、理解を深め、ペアワーク、グループワーク、ロールプレイングなど
講師と学生同士が共同し、双方向的にかつ実践的に学習する。

①授業の内容
今日、日本の産業社会はグローバル化の必要により国内外ともに競争が激化している。業界内の変化も
多様化し新しい業種、ビジネスモデルが創造され、こうしたグローバル時代の職業、業界の内容を具体的
にわかりやすく実践的研究方法を指導し、進路形成に役立たせる。
②準備学習等の指示
次回講義する教科書の範囲を事前に確認し、最近のニュースを経済新聞、経済雑誌などを利用し、要約し
ておく。事前確認は、おおよそ30分程度要する。
また、授業内容を再学習し、授業内容を徹底理解する。また、学んだことを実生活で意識して過ごし、活か
すようにする。事後確認は、おおよそ30分程度の時間を要する。

本授業は、業界・業種別のビジネスモデルの内容とその実践的研究方法を具体的にわかりやすく解説・指
導し、学生の進路形成に役立たせることを目標とする。

授業計画(30h)

週ごとのテーマ 概要／キーワード

日本経済を取りまく環境、社会インフラ、
石油、電力業界の役割と特性

【全授業共通】
①アクティブラーニングとして、スマホを活用し、自己
研究したことを授業毎に、指示されたフォーマットに
書き込む。
②「自己チェックレポート」により、授業に対する授業
傾注度（授業で学んだこと、気付いたこと、修得した
ことなど）を簡潔にまとめ、　自己評価し、総合コメン
トをする。

2023年度 開講学年 1年次

SJI 必須/選択 必修



東和IT専門学校　情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 2単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準

営業販売部の仕事内容、

従業員として働くための基本（権利と義
務）

期末試験

「ビジネス基本力to将来力」（学生と若手ビジネスパーソンのキャリア形成ハンドブック）」
著者：加賀　博（公益財団法人日本生産性本部生産性労働情報センター　発行）

その都度、経済ニュースなど

1.毎授業に作成する自己チェックレポート課題と取り組み（４０％）
2.期末に行う筆記試験（６０％）

総務人事部の仕事内容

情報システム部の仕事内容

製造部の仕事内容

研究開発部の仕事内容

仕入部の仕事内容

店舗運営部の仕事内容

経営理念の重要性と内容

株主総会の役割と責任

取締役会の役割と責任及び代表取締役
の重要性及び役割と責任

経営企画部の仕事内容

財務部の仕事内容

経理部の仕事内容

日本の企業構造

加賀　博

講義で必要な知識・情報提供によって、理解を深め、ペアワーク、グループワーク、ロールプレイングなど
講師と学生同士が共同し、双方向的にかつ実践的に学習する。

①授業の内容
今日、日本の産業社会はグローバル化の必要により国内外ともに競争が激化、多様化している。こうした
グローバル時代の企業の組織及び仕事の内容を具体的にわかりやすく実践的研究方法を指導し、進路形
成に役立たせる。
②準備学習等の指示
次回講義する教科書の範囲を事前に確認し、最近のニュースを経済新聞、経済雑誌などを利用し、要約し
ておく。事前確認は、おおよそ30分程度要する。
また、授業内容を教科書で再学習し、授業内容を徹底理解する。また、学んだことを実生活で意識して過ご
し、活かすようにする。事後確認は、おおよそ30分程度の時間を要する。

本授業は、日本の代表企業の組織及び仕事内容また、それに必要とされる資格などの内容とその実践的
研究方法を具体的にわかりやすく解説・指導し、学生の進路形成に役立たせることを目標とする。

授業計画(30h)

週ごとのテーマ 概要／キーワード

日本の代表企業の組織イメージ

【全授業共通】
①アクティブラーニングとして、スマホを活用し、自己
研究したことを授業毎に、指示されたフォーマットに
書き込む。
②「自己チェックレポート」により、授業に対する授業
傾注度（授業で学んだこと、気付いたこと、修得した
ことなど）を簡潔にまとめ、　自己評価し、総合コメン
トをする。

2023年度 開講学年 1年次

SJC 必須/選択 必修



東和IT専門学校　情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 1単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準

学生生活とファーストキャリア(就職)に重要な 「キャンパス&ファーストキャリアデザイン」
　著者：加賀　博（公益財団法人　日本生産性本部　発行）

必要があればその都度提示する。

1.毎時間の授業で課される各種レポートと取り組み（４０％）
2.期末に行う筆記試験（６０％）
上記を総合的に加味し、科目担当者が評価する。

ビジネス資格試験取得の需要性⑤
ゲーム・コンピュータに関わる資格
(含 合格体験談)

ビジネス資格試験取得の需要性⑥
企業や組織の事務に係る資格
(含 合格体験談)

期末試験 第１～15講で課したレポートを各自でまとめておく

ビジネス資格試験取得の需要性②
音楽・アニメ・芸術に関わる資格
(含 合格体験談)

ビジネス資格試験取得の需要性③
芸能・マスコミに関わる資格
(含 合格体験談)

ビジネス資格試験取得の需要性④
ファッション・デザインに関わる資格
(含 合格体験談)

グローバル社会で注目される職種④ 広告・マスコミ系(含 企業紹介)

グローバル社会で注目される職種⑤ サービス系(含 企業紹介)

ビジネス資格試験取得の需要性①
旅行・ホテル・観光・レジャーに関わる資格
(含 合格体験談)

グローバル社会で注目される職種① システム系(含 企業紹介)

グローバル社会で注目される職種② 金融系(含 企業紹介)

グローバル社会で注目される職種③ 小売系(含 企業紹介)

日本経済を取り巻く変化② ボーダレス化に取り組む企業例

日本経済を取り巻く変化③ IT化に取り組む企業例

日本経済を取り巻く変化④ SDG'ｓに取り組む企業例

日本の代表企業と仕事構造

神保　明史

授業担当教員による解説のみに偏らず、各講のテーマに準じた動画を視聴しながら学生の皆さんが就職
先を開拓していく上での一助にしていく。

今日、日本の産業社会は急速なグローバル化の進展により、国内外ともに競争が激化している。
業界内の変化も多様化し新しい業界、業種、企業が創造され、こうしたグローバル時代の代表企業の内容
と仕事内容のポイントを動画などを用いて具体的にわかりやすく実践的研究方法を習得し、進路形成に役
立たせる。

本授業は、業界・業種別の代表企業及び職種、資格の内容とその実践的研究方法を具体的にわかりやす
く解説・指導し、学生の進路形成に役立たせることを目標とする。

授業計画(30h)

週ごとのテーマ 概要／キーワード

日本経済を取り巻く変化① グローバリズムに取り組む企業例

2024年度 開講学年 2年次

SJP 必須/選択 必修



東和IT専門学校　情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 1単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準

期末試験
第１～１５講で得た結果を自分の言葉でレポートできるようにす
る。

学生生活とファーストキャリア(就職)に重要な 「キャンパス&ファーストキャリアデザイン」
　著者：加賀　博（公益財団法人　日本生産性本部　発行）

必要があればその都度提示する。

1.毎授業に作成する各種シートと取り組み（４０％）
2.期末に行う筆記試験（６０％）
上記を総合的に加味し、科目担当者が評価する。

将来の進路デザインの設計② ハイパフォーマンス・ローパフォーマンス分析(シートの作成)

将来の進路デザインの設計③ ハイパフォーマンス・ローパフォーマンス分析から得た志向性を知る

自分に適した企業の選び方と
就職活動①

第１～１２講で得た結果を元に自分に適した企業を選ぶ。そして
行動に移す。

自分に適した企業の選び方と
就職活動②

自分に適した企業の選び方と
就職活動③

キャンパスライフを通して自己
の能力、価値の発見、創造②

コンピテンシー特性分析(シートの作成)

キャンパスライフを通して自己
の能力、価値の発見、創造③

コンピテンシー特性分析から得た志向性を知る

将来の進路デザインの設計① ハイパフォーマンス・ローパフォーマンス分析の方法

キャンパスライフの自己管理方
法の習得②

自己モチベーター要因分析(レーダーチャート作成)

キャンパスライフの自己管理方
法の習得③

自己モチベーター要因分析から得た志向性を知る

キャンパスライフを通して自己
の能力、価値の発見、創造①

能力の基盤コンピテンシーの分析方法

進路デザインに向けてのキャ
ンパスライフの目的形成②

キャリアビジョン形成の基礎(コンピテンシー)

進路デザインに向けてのキャ
ンパスライフの目的形成③

キャリアビジョン形成の基礎(キャンパスキャリアスキル)

キャンパスライフの自己管理方
法の習得①

自己モチベーター要因分析(シート作成)

キャリアデザインと就職方法

神保　明史

 授業担当教員による解説のみに偏らず、各講のテーマに準じた動画を視聴しながら学生の皆さんのキャ
リアデザイン構築の一助にしていく。

 今日、企業社会の求める人材要件は、学生生活に目的を持ち、チャレンジし自己管理できたかによるとこ
ろが大きい。またその成果成功体験により、自己の知識、技術、知恵を如何に習得したかである。そのため
には、在学中より意識づけを行い、具体的方法を身につけることが重要である。
 以上の点から、将来のキャリアデザインに基づく就職活動の基本を学ぶ。

 キャンパスライフの目的形成と自己管理方法、キャンパスライフを通して自己の能力や価値の発見・創
造、将来の進路デザインの設計、そして、将来のキャリアデザインに基づく就職対策の基本を学び就職活
動計画の基礎力を修得することを目標とする。

授業計画(30h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

進路デザインに向けてのキャ
ンパスライフの目的形成①

キャリアビジョン形成の基礎(コンセプチュアルマインド)

2024年度 開講学年 2年次

CRD 必須/選択 必修



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 -

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準

独自に準備

「こう動く！就職活動オールガイド’20年版」成美堂出版、価格1,100円＋税金
「専門学校生のための就職内定基本テキスト」
日本能力協会マネジメントセンター　価格1,200円＋税金
「ジョブパス能力検定ジョブパス」
日本能力協会マネジメントセンター　価格1,300円＋税金

1.期末試験による総合評価（６０％）
2.授業内での小テスト（ファイル提出を含む）と出席率（４０％）

自己分析（４） 自己PR、プレゼンテーション訓練

企業・業界・職種研究（１）
どんな会社、どんな職種があるか確認

企業・業界・職種研究（２）

期末試験

自己分析（１） エニアグラムにより自己分析

自己分析（２） お互いの自己分析評価ワークショップ

自己分析（３） 自分の長所・短所、他人からの評価

ビジネス・マナー（２） 敬語の使い方

ビジネス・マナー（３） 社会常識

ビジネス能力検定ジョブパス
（１）

Ｂ検チャレンジ、公式試験問題集
ビジネス能力検定ジョブパス
（２）

ビジネス能力検定ジョブパス
（３）

職業人意識について（２） 企業側が求める諸点

職業人意識について（３） 働くことの意義

ビジネス・マナー（１） 社会人・企業人の基礎

就職実務I

担任教員

講義、ワークショップ、小テスト実施

①授業のテーマ
就職についての理解を深め、就職に向けての諸準備を整える。
②授業の内容
就職活動前の準備
 職業人意識・ビジネス・マナー等、企業から求めれる諸点への理解を深める。
 ビジネス能力検定ジョブパス演習によりビジネス能力向上を図る。
提出書類対策
 自己分析、自己PR
 企業・業界・職種研究を行い、志望動機の作成
筆記試験対策
 時事問題、経済用語、一般常識問題、作文・小論文対策
③事前準備学修
特に必要としない
④事後展開学修
随時、振り返りの小テストを実施し、履修度合の確認を行う。
期末テストにより全体的な履修度合の確認を行う。

①授業の到達目標は、実際の就職準備（企業研究、業種研究、エントリーシート作成、履歴書作成）を進
め、企業訪問、入社試験に臨めるようになる。

授業計画(15h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

職業人意識について（１） 社会人、企業人への準備・心構え

2023年度 開講学年 1年次

1SJ1 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 1単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準

期末試験

独自に準備

「こう動く！就職活動オールガイド’20年版」成美堂出版、価格1,100円＋税金
「専門学校生のための就職内定基本テキスト」
日本能力協会マネジメントセンター　価格1,200円＋税金
「ジョブパス能力検定ジョブパス」
日本能力協会マネジメントセンター　価格1,300円＋税金

1.期末試験による総合評価（６０％）
2.授業内での小テスト（ファイル提出を含む）と出席率（４０％）

コミュニケーションン能力養成
（１）

PREP法訓練
コミュニケーションン能力養成
（２）

エントリーシート作成 志望動機作成、自己PR

履歴書作成（１）
自分のキャリ確認

履歴書作成（２）

時事問題（１）
時事問題への理解

時事問題（２）

コミュニケーションン能力養成
（１）

テーマを決めてプレゼンテーション訓練
コミュニケーションン能力養成
（２）

授業計画(15h)

経済新聞購読（１）
社会・経済への理解、一般常識対策

経済新聞購読（２）

CSR研究 企業の社会的責任

SDGｓへの理解（１）

企業の対処すべき課題SDGｓへの理解（２）

SDGｓへの理解（３）

就職実務I

担任教員

講義、ワークショップ、小テスト実施

①授業のテーマ
就職についての理解を深め、就職に向けての諸準備を整える。
②授業の内容
就職活動前の準備
 職業人意識・ビジネス・マナー等、企業から求めれる諸点への理解を深める。
 ビジネス能力検定ジョブパス演習によりビジネス能力向上を図る。
提出書類対策
 自己分析、自己PR
 企業・業界・職種研究を行い、志望動機の作成
筆記試験対策
 時事問題、経済用語、一般常識問題、作文・小論文対策
③事前準備学修
特に必要としない
④事後展開学修
随時、振り返りの小テストを実施し、履修度合の確認を行う。
期末テストにより全体的な履修度合の確認を行う。

授業の到達目標は、実際の就職準備（企業研究、業種研究、エントリーシート作成、履歴書作成）を進め、
企業訪問、入社試験に臨めるようになる。

週ごとのテーマ 概要/キーワード

2023年度 開講学年 1年次

2SJ1 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 -

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準

期末試験

独自に準備

「こう動く！就職活動オールガイド’20年版」
成美堂出版　価格1,100円＋税金
「専門学校生のための就職内定基本テキスト」
日本能率協会マネジメントセンター　価格１，２００円＋税金
「ＳＰＩ３問題集」
高橋書店　価格1,300円＋税金
「ＳＰＩスピード解法一門一答」
高橋書店　　価格1,000円＋税金

1.期末試験による総合評価（６０％）
2.授業内での小テスト（ファイル提出を含む）と出席率（４０％）

面接対策（１）

面接訓練、ロールプレイング面接対策（２）

面接対策（３）

面接対策（４） 第一印象・マナー対策

筆記試験対策（４） 適正検査対策、公式・文法復習

筆記試験対策（５）
作文・小論文対策

筆記試験対策（６）

筆記試験対策（７）
時事問題、経済用語対策、WEBテスト練習

筆記試験対策（８）

個別面談 志望先確認、個別戦略徹底

筆記試験対策 SPIテスト過去問題集で練習

筆記試験対策（１）

練習はアクティブラーニング筆記試験対策（２）

筆記試験対策（３）

就職実務II

担任教員

講義、ワークショップ、小テスト実施

①授業のテーマ
就職についての理解を深め、就職に向けての諸準備を整える。
②授業の内容
就職活動前の準備（職業人意識・ビジネス・マナー、ビジネス能力養成）に基づき
筆記試験対策、受験アプローチ対策、面接対策を行う。
特に実際の就職試験を想定し、面接訓練、ロールプレイング、
グループディスカッションのワークショップを実施する。
多くの企業が採用しているSPIテストの練習に力を入れる。
エントリーシート、履歴書に基づき個別面接指導を実施する。
③事前準備学修
特に必要としない
④事後展開学修
随時、振り返りの小テストを実施し、履修度合の確認を行う。
期末テストにより全体的な履修度合の確認を行う。

①授業の到達目標は、実際の就職準備（企業研究、業種研究、エントリーシート作成、履歴書作成）を整
え、模擬訓練実施の上、企業訪問、入社試験に臨めるようになる。

授業計画(15h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

エントリーシート・履歴書確認 志望動機、受験への覚悟

2024年度 開講学年 2年次

1SJ2 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 1単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テキスト

参考書

評価基準

期末試験

独自に準備

「こう動く！就職活動オールガイド’20年版」
成美堂出版　価格1,100円＋税金
「専門学校生のための就職内定基本テキスト」
日本能率協会マネジメントセンター　価格１，２００円＋税金
「ＳＰＩ３問題集」
高橋書店　価格1,300円＋税金
「ＳＰＩスピード解法一門一答」
高橋書店　　価格1,000円＋税金

1.期末試験による総合評価（６０％）
2.授業内での小テスト（ファイル提出を含む）と出席率（４０％）

受験アプローチ対策（２）

合同企業説明会への参加受験アプローチ対策（３）

受験アプローチ対策（４）

就職対応確認 個別面談

面接対策（１２）

グループディスカッション対策・訓練面接対策（１３）

面接対策（１４）

受験アプローチ対策（１） 企業人事部へのアプローチ対策

面接対策（６）

質疑応答対策面接対策（７）

面接対策（８）

面接対策（９）

個別面接対策・訓練面接対策（１０）

面接対策（１１）

就職実務II

担任教員

講義、ワークショップ、小テスト実施

①授業のテーマ
就職についての理解を深め、就職に向けての諸準備を整える。
②授業の内容
就職活動前の準備（職業人意識・ビジネス・マナー、ビジネス能力養成）に基づき
筆記試験対策、受験アプローチ対策、面接対策を行う。
特に実際の就職試験を想定し、面接訓練、ロールプレイング、
グループディスカッションのワークショップを実施する。
多くの企業が採用しているSPIテストの練習に力を入れる。
エントリーシート、履歴書に基づき個別面接指導を実施する。
③事前準備学修
特に必要としない
④事後展開学修
随時、振り返りの小テストを実施し、履修度合の確認を行う。
期末テストにより全体的な履修度合の確認を行う。

授業の到達目標は、実際の就職準備（企業研究、業種研究、エントリーシート作成、履歴書作成）を整え、
模擬訓練実施の上、企業訪問、入社試験に臨めるようになる。

授業計画(15h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

面接対策（５） 第一印象・マナー対策

2024年度 開講学年 2年次

2SJ2 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 -

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

テキスト

参考書

評価基準

前期を振り返って １・２年合同実施

 使用せず。必要に応じてプリント等を配布する。
 事前に準備が必要な場合には、校内掲示板や学校HPで告知するので、忘れずに確認すること。

授業内で随時紹介する。

１．聴講・参加態度(３０％)
２．各テーマや問題に対する取り組み（５０％)
３．出席(２０％)
※例えば映像学習の場合、毎時間視聴レポートを課し、その出来具合を評価する
《その他》
 授業に欠席した場合は、その時間数に応じてレポートを提出してもらいます

映像学習(４) 犯罪防止に関するもの(１学年向け)

夏休みを迎えるにあたって １・２年合同実施

映像学習(５) 健康に関するもの(１学年向け)

映像学習(２) 職業に関するもの(２)

第１回個別面談 学校生活全般についての聞き取り

映像学習(３) 交通安全に関するもの(１学年向け)

望ましい学生生活とは？(３) 発表

図書室の活用法 蔵書の紹介、利用マナーの促し

映像学習(１) 職業に関するもの(１)

レクレーション １・２年合同実施

望ましい学生生活とは？(１) グループディスカッション

望ましい学生生活とは？(２) 発表準備

ホームルーム

担任教員

講義、演習、面接など

１．教師と学生とのコミュニケーション、信頼関係の構築
２．クラス及び学年間の団結力の向上
３．卒業後の進路について考えるきっかけ、習慣の確立

 ある時には自身を振り返り、ある時には他者からのアドバイスを受けながら、集団生活に於けるコミュニ
ケーション、信頼関係、自らの人生設計を築くことができる

授業計画(15h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

対面式 １・２年合同実施

2023年度 開講学年 1年次

1HRM1 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 1単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

テキスト

参考書

評価基準

 使用せず。必要に応じてプリント等を配布する。
 事前に準備が必要な場合には、校内掲示板や学校HPで告知するので、忘れずに確認すること。

授業内で随時紹介する。

１．聴講・参加態度(３０％)
２．各テーマや問題に対する取り組み（５０％)
３．出席(２０％)
※例えば映像学習の場合、毎時間視聴レポートを課し、その出来具合を評価する
《その他》
 授業に欠席した場合は、その時間数に応じてレポートを提出してもらいます

予餞会企画・準備(３)
準備・リハーサル

予餞会企画・準備(４)

予餞会 １・２年合同実施

１年間を振り返って 学生へのフィードバック

冬休みを迎えるにあたって １・２年合同実施

予餞会企画・準備(１) 企画・役割分担を決める

予餞会企画・準備(２) 予算を決める

第2回個別面談 卒業後の進路についての聞き取り

映像学習(９) 交通安全に関するもの(２)

映像学習(１０) 犯罪防止に関するもの(２)

映像学習(６) 職業に関するもの(３)

映像学習(７) 職業に関するもの(４)

映像学習(８) 日本の大学に関するもの

ホームルーム

担任教員

講義、演習、面接など

１．教師と学生とのコミュニケーション、信頼関係の構築
２．クラス及び学年間の団結力の向上
３．卒業後の進路について考えるきっかけ、習慣の確立

 ある時には自身を振り返り、ある時には他者からのアドバイスを受けながら、集団生活に於けるコミュニ
ケーション、信頼関係、自らの人生設計を築くことができる

授業計画(15h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

後期に向けて 学生生活への意識・方向づけ

2023年度 開講学年 1年次

2HRM1 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 前期

授業コード 単位 -

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14 夏休みを迎えるにあたって

15

テキスト

参考書

評価基準

夏休みの注意事項

前期を振り返って 学生へのフィードバック

 使用せず。必要に応じてプリント等を配布する。
 事前に準備が必要な場合には、校内掲示板や学校HPで告知するので、忘れずに確認すること。

授業内で随時紹介する。

１．聴講・参加態度(３０％)
２．各テーマや問題に対する取り組み（５０％)
３．出席(２０％)
※例えば映像学習の場合、毎時間視聴レポートを課し、その出来具合を評価する
《その他》
 授業に欠席した場合は、その時間数に応じてレポートを提出してもらいます

映像学習(１) 交通安全に関するもの(２学年向け)

映像学習(２) 犯罪防止に関するもの(２学年向け)

映像学習(３) 健康に関するもの(２学年向け)

レクレーション

個別面談 卒業後の進路についての聞き取り

卒業研究下調べ 卒業研究関連の調べ学習

ホームルーム

担任教員

講義、演習、面接など

１．教師と学生とのコミュニケーション、信頼関係の構築
２．クラス及び学年間の団結力の向上
３．卒業後の進路について考えるきっかけ、習慣の確立

 ある時には自身を振り返り、ある時には他者からのアドバイスを受けながら、集団生活に於けるコミュニ
ケーション、信頼関係、自らの人生設計を築くことができる

授業計画(15h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

対面式

2024年度 開講学年 2年次

1HRM2 必須/選択 必須



東和IT専門学校 情報システム学科

開講年度 前/後期 後期

授業コード 単位 1単位

科目

教員氏名

授業の方法

授業概要

到達目標

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

テキスト

参考書

評価基準

二年間の学生生活を振り返っ
て

学生へのフィードバック

 使用せず。必要に応じてプリント等を配布する。
 事前に準備が必要な場合には、校内掲示板や学校HPで告知するので、忘れずに確認すること。

授業内で随時紹介する。

１．聴講・参加態度(３０％)
２．各テーマや問題に対する取り組み（５０％)
３．出席(２０％)
※例えば映像学習の場合、毎時間視聴レポートを課し、その出来具合を評価する
《その他》
 授業に欠席した場合は、その時間数に応じてレポートを提出してもらいます

冬休みを迎えるにあたって 冬休みの注意事項

卒業研究下調べ 卒業研究関連の調べ学習

予餞会 １・２年合同実施

卒業研究下調べ 卒業研究関連の調べ学習

映像学習(３) 交通安全に関するもの(２学年向け)

映像学習(４) 犯罪防止に関するもの(２学年向け)

ホームルーム

担任教員

講義、演習、面接など

１．教師と学生とのコミュニケーション、信頼関係の構築
２．クラス及び学年間の団結力の向上
３．卒業後の進路について考えるきっかけ、習慣の確立

 ある時には自身を振り返り、ある時には他者からのアドバイスを受けながら、集団生活に於けるコミュニ
ケーション、信頼関係、自らの人生設計を築くことができる

授業計画(15h)

週ごとのテーマ 概要/キーワード

後期に向けて 学生生活への意識・方向づけ

2024年度 開講学年 2年次

2HRM2 必須/選択 必須
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